
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

に
つ
い
て
（
一
）

坂
　
　
原
　
　
正
　
　
夫

ドイツ民事訴訟法における一方的訴訟終了宣言について（一）

1

一
　
は
じ
め
に

１
　
本
稿
の
目
的

２
　
参
考
文
献
に
つ
い
て

３
　
参
照
条
文

二
　
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
概
要

１
　
日
本
に
お
け
る
具
体
的
な
事
例

２
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
具
体
的
な
事
例

３
　
ド
イ
ツ
の
事
例
の
対
処
方
法
の
検
討

Ａ
　
既
存
の
制
度
の
問
題
点

Ｂ
　
個
々
の
事
例
の
問
題
点

Ｃ
　
訴
訟
費
用
の
裁
判
手
続

Ｄ
　
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
場
合

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
以
上
本
号
）

三
　
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
法
的
性
質
に
つ
い
て

１
　
法
的
性
質
論
の
意
味

２
　
諸
説
の
対
立
状
況
の
概
要

Ａ
　
主
な
学
説
の
状
況

Ｂ
　
そ
の
他
の
学
説

Ｃ
　
学
説
史
の
概
観
　

３
　
諸
説
の
内
容
と
そ
の
評
価

Ａ
　
特
別
な
（
特
権
的
な
）
訴
え
の
取
下
げ
説

ａ
　
内
容

ｂ
　
評
価

Ｂ
　
特
別
な
（
特
権
的
な
）
請
求
の
放
棄
説

ａ
　
内
容

ｂ
　
評
価

Ｃ
　
中
間
紛
争
説

ａ
　
内
容

ｂ
　
評
価

Ｄ
　
訴
え
の
変
更
説
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ａ
　
内
容

ｂ
　
評
価

Ｅ
　
訴
訟
上
の
形
成
行
為
説

ａ
　
内
容

ｂ
　
評
価

４
　
近
時
の
学
説
の
状
況

Ａ
　
訴
え
の
変
更
説
に
対
す
る
批
判

Ｂ
　
中
間
紛
争
説
の
台
頭

ａ
　
ア
ス
マ
ン
（A

ssm
ann

）
の
見
解

ｂ
　
リ
ン
ダ
ッ
ハ
ー
（Lindacher

）
の
見
解

ｃ
　
エ
ル
・
ガ
ヤ
ー
ル
（E

l-G
ayar

）
の
見
解

Ｃ
　
訴
訟
経
済
重
視
の
学
説
の
展
開

ａ
　
グ
ル
ン
ス
キ
ー
（G

runsky

）
の
見
解

ｂ
　
ヨ
ス
ト
＝
ズ
ン
ダ
ー
マ
ン
（Jost=Sunderm

ann

）
の
見
解

ｃ
　
ボ
ゲ
ノ
（V

ogeno

）
の
見
解

Ｄ
　
評
価

５
　
対
立
の
構
図
と
評
価
の
視
点

Ａ
　
諸
説
の
対
立
の
構
図

Ｂ
　
日
本
法
か
ら
の
評
価
の
視
点

ａ
　
当
事
者
の
手
続
保
障

ｂ
　
結
果
責
任
主
義
の
重
視
と
本
案
の
対
象

ｃ
　
本
末
転
倒
論
の
問
題
点

ｄ
　
訴
訟
費
用
限
定
説
の
問
題
点

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
以
上
八
十
一
巻
八
号
）

四
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
個
別
具
体
的
な
問
題

１
　
法
的
性
質
論
と
個
別
具
体
的
な
問
題

２
　
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
手
続
の
流
れ

Ａ
　
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
ま
で
の
手
続

Ｂ
　
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
後
の
手
続

３
　
個
別
具
体
的
な
問
題

Ａ
　
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
適
法
性

Ｂ
　
訴
訟
物
と
裁
判
の
内
容

Ｃ
　
訴
訟
費
用
の
裁
判

Ｄ
　
時
間
的
な
制
約

Ｅ
　
被
告
に
よ
る
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

Ｆ
　
予
備
的
な
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

ａ
　
現
在
の
学
説
の
状
況

ｂ
　
具
体
的
な
事
例

ｃ
　
適
法
説
の
根
拠

ｄ
　
不
適
法
説
の
根
拠

ｅ
　
私
見
の
立
場

Ｇ
　
一
部
の
訴
訟
終
了
と
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

ａ
　
被
告
が
同
意
す
る
場
合

ｂ
　
被
告
が
同
意
し
な
い
場
合

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
以
上
八
十
一
巻
九
号
）

五
　
日
本
に
お
け
る
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

１
　
解
釈
論
の
根
拠

Ａ
　
法
の
一
般
原
則
か
ら
の
演
繹

Ｂ
　
訴
え
の
取
下
げ
と
の
共
存

Ｃ
　
日
本
と
ド
イ
ツ
の
訴
訟
費
用
の
規
定
の
異
同

Ｄ
　
母
法
ド
イ
ツ
法
か
ら
の
継
受

２
　
日
本
の
制
度
の
概
要



一
　
は
じ
め
に

１
　
本
稿
の
目
的

今
か
ら
約
二
五
年
ほ
ど
前
に
、「
西
ド
イ
ツ
民
訴
法
に
お
け
る
一
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
を
発

表
し
た
こ
と
が
あ
る
（
本
誌
五
五
巻
七
号
一
頁
以
下
〔
一
九
八
二
年
〕）

（
１
）

。
本
稿
は
そ
れ
と
テ
ー
マ
が
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
本

稿
は
そ
の
全
面
的
な
改
訂
版
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
論
文
執
筆
の
目
的
や
私
見
の
立
場
は
旧
稿
と
変
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
旧
稿
と
の
接
点
は
単
に
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
旧
稿
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
ド
イ
ツ
と
日
本
の
現
状
を
注
視
し
、
参
考
文
献
も
最
新
の
注
釈
書
や
体
系
書
を
利
用
し
て
、
今
日
的
な
問
題
意
識
や
視
点
を

持
っ
て
本
稿
を
執
筆
し
た
。
そ
の
結
果
、
論
題
も
構
成
も
旧
稿
と
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
意
味
で
本
稿

は
旧
稿
の
改
訂
版
で
は
な
く
、
実
質
的
に
は
新
た
に
書
き
下
ろ
し
た
論
文
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
な
ぜ
今
こ
の
よ
う
な
論
文
を
発
表
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
理
由
は
、
一
昨
年
、

「
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
第
九
一
条
ａ
の
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
（
一
）（
二
・
完
）」（
本
誌
七
九
巻
八
号
一
頁
以
下
、
九
号
二
七

頁
以
下
〔
二
〇
〇
六
年
〕）
と
い
う
論
文
を
発
表
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
訴
訟
終
了
宣
言
は
、
ド
イ
ツ
で
は
一
般

に
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
と
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
区
別
し
て
論
じ
ら
れ
る
か
ら
、
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
論
文
を
発

表
し
た
以
上
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
も
論
文
を
発
表
す
る
義
務
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
本
稿
は
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

ドイツ民事訴訟法における一方的訴訟終了宣言について（一）

3

３
　
克
服
す
べ
き
問
題

Ａ
　
訴
え
の
変
更
の
適
法
性

Ｂ
　
過
去
の
法
律
関
係
の
確
認

Ｃ
　
被
告
の
不
利
益

六
　
お
わ
り
に

１
　
本
稿
の
主
張
の
要
約

２
　
新
た
な
展
開
を
求
め
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
以
上
八
十
一
巻
十
号
）



に
つ
い
て
の
手
続
的
な
諸
問
題
を
法
的
性
質
論
を
基
礎
に
お
い
て
考
察
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
一
昨
年
発
表
し
た
双
方
的
訴
訟
終

了
宣
言
に
関
す
る
論
文
の
続
き
と
い
う
意
味
も
有
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
と
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
区
別
で
あ
る
が
、
原
告
が
訴
訟
終
了
宣
言
を
し
、
被
告
が
そ
れ
に

対
し
て
異
議
を
述
べ
な
い
場
合
が
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
で
あ
り
、
異
議
を
述
べ
る
場
合
が
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
で
あ
る
。
そ
し

て
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
第
九
一
条
ａ
（
＝
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
一
条
ａ
）
が
規
定
し
て
い
る
の
が
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
で
あ
り
、
規
定
が
な

い
の
が
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
で
あ
る
。
な
お
本
稿
に
お
い
て
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
条
文
を
引
用
す
る
場
合
は
、
前
記
の
よ
う
に

Ｚ
Ｐ
Ｏ
と
条
数
で
表
記
す
る
（
２
）

。

第
二
の
理
由
は
、
半
田
吉
信
教
授
が
最
近
公
刊
さ
れ
た
『
弁
護
士
報
酬
敗
訴
者
負
担
制
度
の
比
較
研
究
―
ド
イ
ツ
の
敗
訴
者
負
担

原
則
と
日
本
の
裁
判
実
務
―
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
六
年
）
に
お
い
て
ド
イ
ツ
の
訴
訟
終
了
宣
言
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
中
の
一

方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
の
記
述
に
対
し
て
疑
問
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
（
３
）

。
ド
イ
ツ
の
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
に
つ
い
て
長
い

間
研
究
し
て
き
た
者
と
し
て
は
、
こ
の
著
書
の
説
明
に
お
い
て
疑
問
な
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に

つ
い
て
正
確
な
理
解
を
提
供
す
る
義
務
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
た
。
そ
こ
で
疑
問
と
す
る
点
と
そ
の
理
由
、
私
見
に
よ
る
対
案
に
つ
い

て
は
、「
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
第
九
一
条
ａ
の
ド
イ
ツ
語
の
注
釈
書
の
読
み
方
に
つ
い
て
」
教
養
論
叢
一
二
八
号
五
三
頁
以
下
（
二

〇
〇
八
年
）
と
い
う
論
文
に
ま
と
め
て
、
最
近
発
表
し
た
（
４
）

。
本
稿
は
そ
れ
に
続
く
も
の
と
し
て
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て

ド
イ
ツ
の
議
論
の
現
状
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
る
べ
き
か
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
意
気
込
み
に
対
し
て
は
、
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
に
つ
い
て
日
本
の
民
事
訴
訟
法
学
界
に
お
い
て
関
心

が
払
わ
れ
て
い
な
い
現
状
を
考
え
る
と
、
一
方
的
な
思
い
込
み
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
論
じ
る
こ
と

自
体
の
意
味
が
問
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
前
記
の
よ
う
に
日
本
の
民
法
学
者
の
著
書
や
注（
３
）で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

私
法
学
会
の
学
会
報
告
（
そ
の
基
に
な
っ
た
論
文
）
等
に
お
い
て
訴
訟
終
了
宣
言
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
訴
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訟
終
了
宣
言
の
研
究
は
決
し
て
無
意
味
な
こ
と
で
は
な
い
し
、
日
本
の
民
事
訴
訟
法
学
者
と
し
て
は
日
本
の
実
体
法
学
者
に
対
し
て
、

こ
の
制
度
を
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
と
思
う
。

第
三
の
理
由
は
、
旧
稿
は
あ
ま
り
に
も
古
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
学
界
の
状
況
は
二
五
年
前

と
異
な
る
か
ら
、
今
日
で
は
旧
稿
は
そ
の
ま
ま
通
用
し
な
い
。
し
か
し
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
の
論
文
と
い
う
と
、
日

本
で
は
一
番
新
し
い
の
が
旧
稿
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
述
べ
る
と
な
る
と
、
旧
稿
を
引
用
せ
ざ
る
を
え

な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
に
否
定
的
な
立
場
の
人
で
あ
っ
て
も
、
旧
稿
は
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
一
方
的
訴

訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
の
学
界
の
状
況
を
知
る
た
め
に
は
便
利
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
こ
で
旧
稿
を
発
表
し
た
者
と
し
て
は
、

最
新
の
状
況
に
応
じ
て
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
新
た
に
執
筆
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
本
稿
は
ド
イ
ツ
の
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
考
察
し
、
日
本
の
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
論
じ
る

も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
項
目
と
順
序
で
行
う
。
な
お
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
場
合
は
要
件
と
効
果
を
法
的
性
質

論
に
先
行
し
て
論
じ
た
が
、
本
稿
で
は
そ
の
順
序
を
逆
に
し
た
。
そ
れ
は
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
場
合
は
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
一
条
ａ
に
お

い
て
要
件
と
効
果
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
場
合
は
規
定
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
要
件
と
効
果
を
決
め
る
も
の
は
法
的
性
質
論
で
あ
る
か
ら
、
法
的
性
質
論
を
先
ず
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。

最
初
に
、
制
度
の
概
要
を
紹
介
す
る
（
二
）。
次
に
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
法
的
性
質
論
を
論
じ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
総
論
で

あ
る
（
三
）。
総
論
で
得
ら
れ
た
法
的
性
質
論
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
な
手
続
上
の
諸
問
題
の
解
決
策
を
考
え
る
。
こ
れ
は
各
論
に

該
当
す
る
（
四
）。
最
後
に
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
日
本
法
に
お
け
る
意
味
を
考
え
る
（
五
）。
な
お
本
稿
が
、
私
の
訴
訟
終
了
宣

言
の
研
究
全
体
か
ら
見
た
場
合
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
２
の
Ｉ
の
付
記
２
に
記
載
し
た
。
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２
　
参
考
文
献
に
つ
い
て

本
稿
執
筆
に
際
し
て
参
考
に
し
た
文
献
を
発
表
の
形
態
別
に
分
類
し
て
ま
と
め
た
。
形
態
別
に
し
た
の
は
文
献
一
覧
を
見
る
場
合

に
、
単
な
る
人
名
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
よ
り
も
便
利
で
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
献
一
覧
は
同
時
に
文
献
引
用

の
際
の
略
称
の
一
覧
で
も
あ
る
の
で
、
形
態
別
の
分
類
で
は
引
用
文
献
を
調
べ
る
場
合
に
、
引
用
文
献
の
人
名
を
形
態
別
に
探
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
文
献
引
用
で
略
称
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
後
に
形
態
別
分
類
に

使
用
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
加
え
て
、
そ
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
な
お
ド
イ
ツ
語
の
文
献
収
集
の
方
法
と
、
文
献
の
配
列
と

引
用
の
際
の
表
記
方
法
に
つ
い
て
は
左
記
に
記
載
し
た
。

ド
イ
ツ
語
の
文
献
収
集
の
方
法

ド
イ
ツ
の
最
新
の
文
献
を
知
る
た
め
に
、
常
に
ド
イ
ツ
語
の
法
律
学
文
献
情
報
誌
（K

JB
=K

arlsruher
Juristische

B
ibliographie,

System
atischer

N
achw

eis
neuer

B
ücher

und
A

ufsätze
in

m
onatlicher

Folge
aus

R
echt

･Staat

･G
esellschaft

）
を
読
ん
で

い
る
が
、
本
稿
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
法
的
な
性
質
の
問
題
に
関
す
る
も
の
は
、
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ

と
が
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
で
は
議
論
が
成
熟
し
て
判
例
と
通
説
が
確
立
し
て
い
て
、
も
は
や
新
た
な
見
解
を

展
開
す
る
余
地
が
ほ
と
ん
ど
望
め
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。

本
稿
で
引
用
し
た
文
献
の
発
表
年
が
古
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
、
参
考
文
献
の
収
集
は
最
近
の
体
系
書
、
注

釈
書
、
博
士
論
文
等
を
参
考
に
し
て
選
び
出
し
た
。
特
に
参
考
に
な
っ
た
の
は
最
近
の
博
士
論
文
で
あ
っ
た
。
体
系
書
や
注
釈
書
よ
り
も
問

題
の
状
況
を
詳
し
く
ま
と
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

文
献
の
配
列
と
引
用
の
際
の
表
記
方
法

ド
イ
ツ
語
の
文
献
の
配
列
は
、
著
者
あ
る
い
は
編
者
（
以
下
で
は
著
者
等
と
略
す
）
の
姓
名
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

文
献
を
本
稿
で
引
用
す
る
場
合
の
略
称
は
、
既
述
の
よ
う
に
原
則
と
し
て
著
者
等
の
姓
と
形
態
別
分
類
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
す
。
共
著

等
の
場
合
は
一
般
の
例
に
よ
る
。
な
お
ド
イ
ツ
の
著
者
等
を
日
本
語
で
表
記
す
る
場
合
は
片
仮
名
を
使
用
し
た
が
、
こ
の
片
仮
名
表
記
は
日
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外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
『
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
か
ら
引
く
外
国
人
名
よ
み
方
字
典
』（
二
〇
〇
三
年
）
を
参
考
に
私
の
推
測
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
そ
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
日
本
に
お
い
て
そ
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
の
か
は
確
認
し
て
い
な

い
。
な
おR

n

はR
andnum

m
er

の
こ
と
で
あ
る
。

日
本
語
の
文
献
の
配
列
は
、
著
者
等
の
姓
名
の
五
十
音
順
で
あ
る
。
日
本
語
の
文
献
を
引
用
す
る
場
合
は
著
者
等
の
姓
名
だ
け
と
し
、
分

類
項
目
を
示
す
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
使
用
し
な
い
。
文
献
一
覧
で
日
本
語
の
文
献
を
探
す
こ
と
は
簡
単
だ
か
ら
で
あ
る
。
拙
稿
は
Ｈ
に
発
表

順
に
ま
と
め
て
あ
る
。
拙
稿
を
引
用
す
る
場
合
は
、
他
の
日
本
語
の
文
献
と
同
様
な
理
由
か
ら
、
丸
中
数
字
と
略
称
で
示
す
。

Ａ

論
文

A
ssm

ann,D
orothea,D

ie
einseitige

E
rledigungserklärung,in:E

rlangerFestschriftfürK
.H

.Schw
ab

zum
70.G

eburtstag

am
22.02.90,S.179ff.,E

rlangen
1990

B
aur,Fritz,B

em
erkungen

zu
einigen

atypischen
Prozeßlagen,in

:Festschrift
für

E
nrico

T
ullio

Liebm
ann,B

and
I,S.

109ff.,M
ailand

1979

B
ecker-E

berhard,
E

kkehard,
D

ie
E

ntw
icklung

der
höchstrichterlichen

R
echtsprechung

zur
E

rledigung
der

H
auptsache

im
Zivilproze β,in:50

Jahre
B

undesgerichtshof,Festgabe
aus

der
W

issenschaft,B
and

III,S.273ff.,

M
ünchen

2000

B
lom

eyer,A
rw

ed,G
rundproblem

e
der

E
rledigung

der
H

auptsache,JuS
1962,S.212ff.

B
lom

eyer,Jürgen,D
ie

Schuldtilgung
durch

den
B

eklagten
nach

E
inreichung

der
K

lage
als

K
ostenproblem

,N
JW

1982,

S.2750ff.

B
rox,H

ans,
Zur

E
rledigung

der
H

auptsache
im

Zivilproze β,JA
1983,S.289ff.

D
eubner,K

arlG
ünther,G

rundproblem
e

der
E

rledigung
der

H
auptsache,JuS

1962,S.205ff.

D
eubner,K

arlG
ünther,A

nm
erkung

zu
O

LG
Saarbrücken,U

rteilvom
21.12.1966

―1
U

106/66,N
JW

1968,S.848ff.
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D
eubner,K

arlG
ünther,A

nm
erkung

zu
B

G
H

,U
rteilvom

07.11.1968

―8
ZR

72/66,N
JW

1969,S.796f.

D
onau,H

elm
ut,D

ie
nicht

―erledigte
H

auptsache,JR
1956,S.169ff.

Furtner,G
eorg,D

ie
E

rledigung
der

H
auptsache

im
ersten

R
echtszug,JR

1961,S.249ff.

G
am

m
,O

tto
Friedrich

von,D
ie

E
rledigung

der
H

auptsache,M
D

R
1956,S.715ff.

G
runsky,W

olfgang,
G

renzen
des

G
leichlaufs

von
H

auptsache-und
K

ostenentscheidung,
in:

Festschrift
für

K
.

H
.

Schw
ab

zum
70.G

eburtstag,S.165ff.,M
ünchen

1990

H
abscheid,W

alter
J.,

D
ie

R
echtsnatur

der
E

rledigung
der

H
auptsache,

in:
Festschrift

für
Friedrich

Lent
zum

75.

G
eburtstag,S.153ff.,B

erlin,M
ünchen

1957

H
abscheid,W

alter
J.,D

er
gegenw

ärtige
Stand

der
Lehre

von
der

E
rledigung

des
R

echtsstreits
in

der
H

auptsache,JZ

1963,S.579ff.,624ff.

H
aubelt,H

orst, »E
rledigung

der
H

auptsache «vor
R

echtshängigkeit?,ZZP
89.B

and
(1976),S.192ff.

Jost,Fritz
/

Sunderm
ann,W

erner,R
eduzierung

des
V

erfahrensaufw
andes

nach
der

einseitigen
E

rledigungserklärung,

―Zum
V

erzicht
auf

die
Prüfung

der
ursprüglichen

E
rfolgsaussichten

des
B

egehrens

―ZZP
105.

B
and(1992),

S.261ff.

K
isch,W

ilhelm
,K

lageverzichtund
E

rledigung
der

H
auptsache,D

as
R

echt1924,S.1ff.

Lindacher,W
alter

F.,D
er

M
einungsstreitzur

,,einseitigen
E

rledigungserklärung“,JurA
1970,S.687ff.

Lüke,G
erhard,Zur

E
rledigung

der
H

auptsache,in
:Festschrift

für
Friedrich

W
eber

zum
70.G

eburtstag,S.323ff.,

B
erlin,N

ew
Y

ork
1975

M
össner,Jörg

M
anfred,D

ie
einseitige

E
rklärung

der
E

rledigung
der

H
auptsache,N

JW
1970,S.175ff.

M
üller-T

ochterm
ann,D

ie
E

rledigung
des

R
echtsstreits

nach
E

rledigung
der

H
auptsache,N

JW
1958,S.1761ff.

M
üller-T

ochterm
ann,Ü

ber
die

R
echtsnatur

der
einseitigen

E
rledigungserklärung,JR

1958,S.250ff.
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O
stendorf,H

eribert,D
ie

E
rledigung

der
H

auptsache
im

Zivilproze β,D
R

iZ
1973,S.387ff.

Pohle,R
udolf,Zur

rechtlichen
B

edeutung
der

E
rledigungserklärung

nach
deutschem

Zivilproze βrecht,in
:Festschrift

für
G

eorgion
M

aridakis,B
and

II,S.427ff.,A
then

1963

Schum
ann,E

kkehard,D
er

praktische
Fall

―D
ie

abredew
idrige

E
rledigungserklärung,JuS

1966,S.26ff.

Schw
ab,K

arlH
einz,D

ie
einseitige

E
rledigungserklärung,ZZP

72.B
and(1959),S.127ff.

U
lm

er,K
laus,D

ie
einseitige

E
rledigungserklärung

und
der

E
rledigungsantrag,M

D
R

1963,S.974ff.

W
alchshöfer,A

lfred,A
nm

erkung
zu

B
G

H
,U

rteilvom
25.11.1964

―5
ZR

187/62,ZZP
79.B

and(1966),S.296ff.

W
alchshöfer,A

lfred,A
nm

erkung
zur

B
G

H
,U

rteilvom
03.02.1976

―6
ZR

23/72,ZZP
90.B

and(1977),S.186ff.

Ｂ
　
単
行
本
・
博
士
論
文

A
nsorge,T

hom
as,W

.,D
ie

einseitige
E

rledigungserklärung
im

Zivilproze β,D
iss.,B

onn
1972

E
l-G

ayar,
M

ichael,
D

ie
einseitige

E
rledigungserkalärung

des
K

lägers
im

Zivil

―,
A

rbeits

―und
V

erw
altungs-

gerichtsproze β,D
iss.,E

rlangen-N
ürnberg

1998

D
itfurth,Jo

C
hristine

von,D
ie

E
rledigung

der
H

auptsache

―eine
rechtsvergleichende

U
ntersuchung

zum
deutschen

und
österreichischen

Zivilproze βrecht

―,D
iss.,M

ünster(W
estfalen)

2005

G
öppinger,H

orst,D
ie

E
rledigung

des
R

echtsstreits
in

der
H

auptsache,D
iss.,T

übingen
1958

K
annengie βer,U

lrich,D
er

A
ntrag,die

H
auptsache

für
erledigtzu

erklären,D
iss.,W

ürzburg
1971

M
ettenheim

,C
hristoph

von,D
er

G
rundsatz

der
Proze βökonom

ie
im

Zivilproze β,B
erlin

1970

Pfeffer,C
hristiane,D

ie
einseitige

E
rledigungserklärung

im
Zivilproze β,D

iss.,G
ie βen

1985

Schiller,K
lous-V

olker,K
lageerneuerung

nach
E

rledigung
des

R
echtsstreits

in
der

H
auptsache

im
Zivilproze β,D

iss.,

B
onn

1979

ドイツ民事訴訟法における一方的訴訟終了宣言について（一）
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Shen,K
uan-Ling,D

ie
E

rledigung
der

H
auptsache

als
verfahrensrechtliches

Institutzw
ischen

D
ispositionsm

axim
e

und

K
ostenrecht,D

iss.,H
eidelberg

1999

Stahnecker,T
hom

as,D
ie

einseitige
E

rledigungserklärung
im

Zivil

―und
V

erw
altungsproze β,D

iss.,T
übingen

1994

T
em

m
ing,G

erd,D
er

E
influ β

der
E

rledigungserklärung
aufdie

R
echtshängigkeit,D

iss.,Frankfurt1972

V
ogeno,T

hom
as,D

ie
einseitige

E
rledigungserklärung

im
Zivilproze β,D

iss.,K
öln

1996

W
esterm

eier,G
eorg,D

ie
E

rledigung
der

H
auptsache

im
D

eutschen
V

erfahrensrecht.E
ine

vergleichende
D

arstellung

des
Proze βinstituts

der
H

auptsacheerledigung
vornehm

lich
im

Zivil

―und
V

erw
altungsproze β

unter
B

erücksichti-

gung
der

A
rbeitsgerichtsbarkeit,

der
Finanzgerichtsordnung

und
der

V
erfahrensordnung

für
die

Freiw
illge

G
erichtsbarkeit,

zugleich
ein

B
eitrag

zur
W

eiterentw
icklung

der
system

atischen
E

inordnung
eines

Zw
ischenstreits,D

iss.,M
ünchen

2005

Ｃ
　
注
釈
書

B
aum

bach,A
dolf

(B
egr.)/Lauterbach,W

olfgang/A
lbers,Jan/H

artm
ann,Peter,Zivilprozessordnung,66.A

ufl.,2008,

zit.:B
aum

bach/[B
earbeiter]

M
usielak,H

ans-Joachim
(H

rsg.),K
om

m
entar

zur
Zivilprozessordnung,6.A

ufl.,2008,zit.:M
usielak/[B

earbeiter]

Saenger,Ingo
(H

rsg.),Zivilprozessordnung,H
andkom

m
entar,2.A

ufl.,2007,zit.:Saenger/[B
earbeiter]

Stein,
Friedrich/Jonas,

M
artin

(B
egr.),

K
om

m
entar

zur
Zivilprozessordnung,

B
and

2,
22.

A
ufl.,

2004,
zit.:

Stein/

[B
earbeiter]

T
hom

as,H
einz

(B
egr.)/

Putzo,H
ans/

R
eichold,K

laus/
H

ü βtege,R
ainer,Zivilprozessordnung,29.A

ufl.,2008,zit.:

T
hom

as/[B
earbeiter]

R
auscher,T

hom
as

/
W

ax,Peter
/

W
enzel,Joachim

(H
rsg.),M

ünchener
K

om
m

entar
zur

Zivilprozessordnung,B
and

1,
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3.A
ufl.,2008,zit.:M

K
/[B

earbeiter]

W
asserm

ann,R
udolf(H

rsg.),A
lternativkom

m
entar

zur
Zivilproze βordnung,1.A

ufl.,1987,zit.:A
K

/[B
earbeiter]

W
ieczorek,B

ernhard
(B

egr.)
/

Schütze,R
olf(H

rsg.),Zivilproze βordnung
und

N
ebengesetze,G

ro βkom
m

entar,B
and

I/2,3.A
ufl.,1994

Zim
m

erm
ann,W

alter,Zivilprozessordnung,8.A
ufl.,2008

Zöller,R
ichard

(B
egr.),Zivilprozessordnung,26.A

ufl.,2007,zit.:Zöller/[B
earbeiter]

Ｄ
　
体
系
書
・
教
科
書

B
aur,Fritz

/
G

runsky,W
olfgang,Zivilprozessrecht,12.A

ufl.,2005

B
lom

eyer,A
rw

ed,Ziviproze βrecht,2.A
ufl.,1985

B
runs,R

udolf,Zivilproze βrecht,2.A
ufl.,1979

G
oldschm

idt,Jam
es,Zivilproze βrecht,1.A

ufl.,1929

G
runsky,W

olfgang,
G

rundlagen
des

V
erfahrensrechts,2.A

ufl.,1974

H
ellw

ig,K
onrad,System

des
D

eutschen
Zivilproze βrechts

(E
rster

T
eil),1.A

ufl.,1912

Jauernig,O
thm

ar,Zivilprozessrecht,29.A
ufl.,2007

Lüke,W
olfgang,Zivilprozessrecht,9.A

ufl.,2006

M
usielak,H

ans-Joachim
,G

rundkurs
ZPO

,9.A
ufl.,2007

N
ikisch,A

rthur,Zivilproze βrecht,2.A
ufl.,1952

R
osenberg,Leo

(B
egr.)/

Schw
ab,K

arlH
einz

/
G

ottw
ald,Peter,Zivilprozessrecht,16.A

ufl.,2004

Schellham
m

er,K
urt,Zivilprozess,G

esetz

―Praxis

―Fälle,12.A
ufl.,2007

Schilken,E
berhard,Zivilprozessrecht,4.A

ufl.,2002

ドイツ民事訴訟法における一方的訴訟終了宣言について（一）
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Schlosser,Peter,Zivilproze βrechtI

―E
rkenntnisverfahren,2.A

ufl.,1991

Schönke,A
dolf/

K
uchinke,K

urt,Zivilproze βrecht,9.A
ufl.,1969

Zeiss,W
alter/

Schreiber,K
laus,Zivilprozessrecht,10.A

ufl.,2003
Ｅ
　
入
門
書
・
演
習
書
・
実
務
書

C
rückeberg,H

arald,Zivilproze βrecht:A
nw

altliche
Proze βführung

in
der

ersten
Instanz,2.A

ufl.,2002

Förschler,H
erm

ann
(B

egr.)
/

Förschler,Peter,D
er

Zivilprozess,E
in

Lehrbuch
für

die
Praxis

m
it

A
ktenfall,6.A

ufl.,

2004

G
ehrlein,M

arkus,Zivilprozessrecht,E
in

Leitfaden
für

A
usbildung

und
Praxis,2003

G
ottw

ald,U
w

e,ZPO

―Lexikon,A
B

C
der

ZPO
,A

rbeits

―und
B

eratungshilfen,2005

K
nöringer,

D
ieter,

D
ie

A
ssessorklausur

im
Zivilprozess

:
D

as
Zivilprozessurteil,

H
auptgebiete

des
Zivilprozesses,

K
lausurtechnik,12.A

ufl.,2008

M
ichalski,

Lutz,
Zivilprozessrecht,

Strukturen

―Zusam
m

enhäge

―D
efinitionen

―Ü
bersichten-Skizzen,

m
it

Fällen
und

Lösungen,2.A
ufl.,2003

O
berheim

,R
ainer,Zivilprozessrechtfür

R
eferendare

6.A
ufl.,2004

Pantle,N
orbert/K

reissl,Stephan,D
ie

Praxis
des

Zivilprozesses,4.A
ufl.,2007

Prechtel,G
ünter,D

ie
E

rledigung
des

R
echtsstreits

in
der

Praxis,ZA
P

N
r.1

vom
3.1.2007

(Fach
13

・S.1391ff.)

Pukall,Friedrich,D
er

Zivilprozess
in

der
Praxis,6.A

ufl.,2006

Schellham
m

er,K
urt,D

ie
A

rbeitsm
ethode

des
Zivilrichters,E

in
Leitfaden

für
R

eferendare
und

junge
Praktiker

m
it

Fällen
und

einer
M

usterakte,14.A
ufl.,2002

Schneider,E
gon,D

ie
K

lage
im

Zivilprozess,3.A
ufl.,2007
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Schrader,Siegfried
(B

egr.)
/

Steinert,K
arl-Friedrich

/
T

heede,K
ai-U

w
e,Zivilprozess,H

andbuch
der

R
echtspraxis,

B
and

1a,2004

Schw
ab,M

artin,G
rundzüge

des
Zivilprozessrechts,2005

T
em

pel,
O

tto/T
heim

er,
C

lem
ens

/
T

heim
er,

A
nette,

M
ustertexte

zum
Zivilprozess,

B
and

I,
E

rkenntnisverfaharen

erster
Instanz,6.A

ufl.,2006

Ｆ
　
日
本
語
の
論
文

荒
木
隆
男
「
訴
訟
終
了
宣
言
」
青
山
善
充
＝
伊
藤
眞
編
『
民
事
訴
訟
法
の
争
点
（
第
三
版
）』（
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
）
二
六
四
頁
以
下
（
一
九

九
八
年
）

石
川
明
「
債
権
執
行
に
お
け
る
第
三
債
務
者
の
陳
述
義
務
に
つ
い
て
」『
ド
イ
ツ
強
制
執
行
法
研
究
』
一
一
七
頁
注
21
（
成
文
堂
、
一
九
七

七
年
。
な
お
初
出
は
法
曹
時
報
二
八
巻
八
号
二
三
頁
注
21
、
一
九
七
六
年
）

石
渡
哲
「
訴
訟
終
了
宣
言
」
三
ケ
月
章
＝
青
山
善
充
編
『
民
事
訴
訟
法
の
争
点
（
新
版
）』（
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
）
三
一
四
頁
以
下
（
一
九
八

八
年
）

遠
藤
功
「
演
習
民
事
訴
訟
法
」
法
学
教
室
二
七
四
号
一
五
六
頁
（
二
〇
〇
三
年
）

柏
木
邦
良
『
民
事
訴
訟
法
へ
の
視
点
―
ド
イ
ツ
民
訴
法
管
見
―
』（
柏
木
邦
良
著
作
類
纂
第
二
巻
）
三
〇
頁
注
２
（
リ
ン
パ
ッ
ク
有
限
会
社
、

一
九
九
二
年
）。
な
お
初
出
は
「
西
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
学
の
現
況
s
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
七
〇
号
一
二
五
頁
注
２
（
一
九
七
一
年
）

雉
本
朗
造
「
訴
訟
行
為
論
」『
民
事
訴
訟
法
論
文
集
』
一
三
四
頁
註
（
一
八
）（
内
外
出
版
印
刷
株
式
会
社
、
一
九
二
八
年
）。
こ
の
博
士
の

論
稿
は
『
民
事
訴
訟
法
の
諸
問
題
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
五
年
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
六
四
〇
頁
註
（
一
八
））

鈴
木
忠
一
「
訴
訟
費
用
の
裁
判
」
民
事
訴
訟
法
学
会
編
『
民
事
訴
訟
法
講
座
第
三
巻
』
九
四
〇
頁
以
下
（
一
九
五
五
年
）

鈴
木
忠
一
「
民
事
訴
訟
に
於
け
る
当
事
者
自
治
の
限
界
と
実
務
上
の
問
題
」
鈴
木
忠
一
・
三
ケ
月
章
監
修
『
新
・
実
務
民
事
訴
訟
講
座
第
一

巻
』
一
〇
一
頁
以
下
（
一
九
八
一
年
）

ドイツ民事訴訟法における一方的訴訟終了宣言について（一）
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鈴
木
忠
一
「
非
訟
事
件
に
於
け
る
手
続
の
終
了
と
受
継
」
鈴
木
忠
一
・
三
ケ
月
章
監
修
『
新
・
実
務
民
事
訴
訟
講
座
第
八
巻
』
五
八
頁
以
下

（
一
九
八
一
年
）

中
野
貞
一
郎
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
訴
訟
費
用
敗
訴
者
負
担
制
度
に
つ
い
て
」
財
団
法
人
法
律
扶
助
協
会
四
〇
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
リ

ー
ガ
ル
・
エ
イ
ド
の
基
本
問
題
』（
創
立
四
〇
周
年
記
念
論
文
集
）
一
七
五
頁
以
下
（
法
律
扶
助
協
会
、
一
九
九
二
年
）

中
山
幸
二
「
紹
介
と
批
評
・
中
野
貞
一
郎
＝
石
川
明
編
『
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ュ
ケ
教
授
退
官
記
念
・
民
事
手
続
法
の
改
革
』」
本
誌
六
九
巻

九
号
二
一
四
頁
（
一
九
九
六
年
）

松
浦
馨
「
訴
訟
完
結
の
宣
言
に
よ
る
訴
訟
終
了
」『
ド
イ
ツ
判
例
百
選
』
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
二
号
一
五
二
頁
以
下
（
一
九
六
九
年
）

松
本
博
之
「
本
案
終
了
の
表
示
（E

rledigungserklärung
in

der
H

auptsache

）
に
つ
い
て
」
法
学
雑
誌
一
九
巻
二
号
八
九
頁
以
下

（
一
九
七
二
年
）

Ｇ
・
リ
ュ
ケ
（
石
川
明
訳
）「
本
案
の
終
結
宣
言
に
つ
い
て
」
石
川
明
訳
『
ド
イ
ツ
手
続
法
の
諸
問
題
』
六
七
頁
以
下
（
成
文
堂
、
一
九
七

九
年
。
な
お
初
出
は
、
本
誌
四
九
巻
二
号
五
頁
以
下
〔
一
九
七
五
年
〕）

Ｇ
　
日
本
語
の
注
釈
書

＊
こ
れ
ら
は
旧
民
訴
法
の
注
釈
書
で
あ
る
。
現
在
の
民
訴
法
の
注
釈
書
に
お
い
て
、
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
は
な

い
と
思
う
。

兼
子
一
『
条
解
民
事
訴
訟
法
上
』
二
六
六
頁
（
弘
文
堂
、
一
九
五
五
年
）

兼
子
一
ほ
か
著
『
条
解
民
事
訴
訟
法
』
二
七
四
頁
〔
新
堂
幸
司
〕（
弘
文
堂
、
一
九
八
六
年
）

斎
藤
秀
夫
編
『
注
解
民
事
訴
訟
法
s
』
七
六
頁
以
下
〔
桜
田
勝
義
〕（
第
一
法
規
、
一
九
七
一
年
）

斎
藤
秀
夫
ほ
か
編
『
注
解
民
事
訴
訟
法
d
﹇
第
二
版
﹈』
一
〇
二
頁
〔
桜
田
勝
義
＝
宮
本
聖
司
＝
小
室
直
人
〕（
第
一
法
規
、
一
九
九
一
年
）

上
田
徹
一
郎
＝
井
上
治
典
編
『
注
釈
民
事
訴
訟
法
s
』
四
〇
九
頁
〔
奈
良
次
郎
〕（
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
）

上
田
徹
一
郎
＝
井
上
治
典
編
『
注
釈
民
事
訴
訟
法
s
』
四
九
四
頁
〔
東
松
文
雄
〕（
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
）

法学研究 81 巻 7号（2008： 7）

14



Ｈ

訴
訟
終
了
宣
言
に
関
し
て
私
が
発
表
し
た
論
稿
の
一
覧
（
発
表
順
）

本
稿
で
こ
れ
ら
の
拙
稿
を
引
用
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
付
し
た
番
号
と
末
尾
の
〔

〕
の
略
称
で
表
記
す
る
。

①
「
西
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
の
生
成
に
つ
い
て
（
一
）（
二
・
完
）」
本
誌
四
九
巻
二
号
一
八
頁
以
下
、
三

号
六
一
頁
以
下
（
一
九
七
六
年
）〔
生
成
〕

②
「
西
ド
イ
ツ
民
訴
法
九
一
条
ａ
の
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
」
本
誌
五
〇
巻
一
二
号
三
三
九
頁
以
下
（
一
九
七
七
年
）

〔
両
当
事
者
〕

③
「
訴
訟
終
了
宣
言
」
三
ケ
月
章
＝
青
山
善
充
編
『
民
事
訴
訟
法
の
争
点
〔
初
版
〕』（
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
）
一
六
六
頁
以
下
（
一
九
七
九
年
）

〔
争
点
〕

④
「
西
ド
イ
ツ
民
訴
法
に
お
け
る
一
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
」
本
誌
五
五
巻
七
号
一
頁
以
下
（
一
九
八
二
年
）〔
一
当
事

者
〕

⑤
「
訴
訟
終
了
宣
言
に
関
す
る
判
例
（B

G
H

,U
rteilv.8.12.1981,N

JW
1982,767;B

G
H

B
eschlu β

v.8.12.1981,N
JW

1982,

768

）
の
解
説
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
九
七
号
六
八
頁
以
下
（
一
九
八
三
年
）〔
ド
イ
ツ
判
例
〕

⑥
「
訴
訟
終
了
宣
言
と
訴
訟
係
属
」
本
誌
六
一
巻
一
〇
号
一
頁
以
下
（
一
九
八
八
年
）〔
訴
訟
係
属
〕

⑦
「
判
例
研
究
（
最
大
判
昭
和
二
八
年
一
二
月
二
三
日
民
集
七
巻
一
三
号
一
五
六
一
頁
）」
本
誌
六
四
巻
六
号
一
四
一
頁
以
下
（
一
九
九
一

年
）〔
判
研
〕

⑧
「
訴
訟
終
了
宣
言
の
近
時
の
問
題
」
民
事
訴
訟
雑
誌
三
八
号
六
九
頁
以
下
（
一
九
九
二
年
）〔
近
時
〕

⑨
「
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
九
一
条
ａ
の
翻
訳
に
つ
い
て
」
教
養
論
叢
九
六
号
一
頁
以
下
（
一
九
九
四
年
）〔
翻
訳
〕

⑩
「
訴
訟
終
了
宣
言
の
日
本
に
お
け
る
立
法
化
に
つ
い
て
」
中
野
貞
一
郎
＝
石
川
明
編
『
民
事
手
続
法
の
改
革
―
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ュ
ケ
教

授
退
官
記
念
―
』
七
八
頁
以
下
（
信
山
社
、
一
九
九
五
年
）〔
立
法
〕

⑪
「
訴
訟
終
了
宣
言
と
我
が
国
の
判
例
」
本
誌
六
九
巻
二
号
八
三
頁
以
下
（
一
九
九
六
年
）〔
判
例
〕

ドイツ民事訴訟法における一方的訴訟終了宣言について（一）
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⑫
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
と
ス
イ
ス
民
訴
法
に
お
け
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
」
鈴
木
重
勝
＝
櫻
井
孝
一
＝
中
村
雅
麿
編
『
民
事
訴
訟

法
学
の
新
た
な
展
開
』
中
村
英
郎
教
授
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
上
巻
六
三
九
頁
以
下
（
成
文
堂
、
一
九
九
六
年
）〔
ド
イ
ツ
法
系
〕

⑬
「
民
事
訴
訟
法
第
七
三
条
の
沿
革
と
訴
訟
終
了
宣
言
（
一
）（
二
）（
三
・
完
）」
本
誌
七
二
巻
八
号
一
頁
以
下
、
九
号
一
九
頁
以
下
、
一

〇
号
二
九
頁
以
下
（
一
九
九
九
年
）〔
沿
革
〕

⑭
「
二
〇
〇
一
年
行
政
事
件
訴
訟
法
草
案
と
訴
訟
終
了
宣
言
」
本
誌
七
四
巻
一
一
号
一
頁
以
下
（
二
〇
〇
一
年
）〔
行
訴
法
〕

＊
こ
の
草
案

は
公
の
も
の
で
は
な
く
、
木
村
弘
之
亮
教
授
の
私
案
で
あ
り
、
拙
稿
は
こ
の
草
案
一
六
〇
条
二
項
を
批
判
的
に
分
析
し
た
も
の
。

⑮
「
二
〇
〇
二
年
施
行
の
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
改
正
と
訴
訟
終
了
宣
言
」
本
誌
七
六
巻
八
号
一
頁
以
下
（
二
〇
〇
三
年
）〔
法
改
正
〇
二
〕

⑯
「
ス
イ
ス
民
事
訴
訟
法
と
訴
訟
終
了
宣
言
」
本
誌
七
八
巻
二
号
一
頁
以
下
（
二
〇
〇
五
年
）〔
ス
イ
ス
〕

⑰
「
二
〇
〇
四
年
施
行
の
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
改
正
と
訴
訟
終
了
宣
言
」
本
誌
七
九
巻
二
号
一
頁
以
下
（
二
〇
〇
六
年
）〔
法
改
正
〇
四
〕

⑱
「
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
第
九
一
条
ａ
の
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
（
一
）（
二
・
完
）」
本
誌
七
九
巻
八
号
一
頁
以
下
、
九
号
二
七

頁
以
下
（
二
〇
〇
六
年
）〔
双
方
的
〕

⑲
「
日
本
の
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
」
本
誌
八
〇
巻
一
二
号
一
七
頁
以
下
（
二
〇
〇
七
年
）〔
日
本
〕

⑳
「
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
第
九
一
条
ａ
の
ド
イ
ツ
語
の
注
釈
書
の
読
み
方
に
つ
い
て
」
教
養
論
叢
一
二
八
号
五
三
頁
以
下
（
二
〇
〇
八
年
）

〔
読
み
方
〕

＊
こ
れ
は
半
田
吉
信
教
授
の
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
一
条
ａ
の
解
説
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
の
注
釈
書
の
読
み
方
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
批

判
的
に
分
析
し
た
も
の
。

Ｉ
　
拙
稿
の
体
系
的
な
分
類

本
稿
と
従
来
行
っ
て
き
た
私
の
研
究
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
Ｈ
の
拙
稿
の
一
覧
を
体
系
的
に
分
類
す
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

な
お
拙
稿
の
体
系
的
な
分
類
で
は
あ
る
が
、
現
在
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
な
の

で
、
日
本
に
お
け
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
関
す
る
事
項
別
の
参
考
文
献
の
一
覧
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
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拙
稿
は
文
献
一
覧
の
番
号
と
〔

〕
の
略
称
と
で
表
記
す
る
が
、
左
記
の
事
項
別
分
類
で
は
文
献
の
頁
数
が
文
献
一
覧
の
頁
数
と
同
じ
場

合
は
頁
数
は
表
記
し
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、〔

〕
の
後
に
号
数
や
頁
数
が
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
文
献
一
覧
の
論
文
の
特
定
の
箇
所

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ⅰ
　
ド
イ
ツ
の
訴
訟
終
了
宣
言

aL

制
度
生
成
の
歴
史

a

一
八
七
七
年
の
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
成
立
前
後
の
状
況

①
〔
生
成
〕
三
号
六
二
頁
以
下

s

ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
九
一
条
ａ
の
成
立
の
過
程
　

①
〔
生
成
〕
二
号
五
三
頁
以
下

bL

現
在
の
運
用
状
況

a

当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
場
合
（
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
＝
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
九
一
条
ａ
）

②
〔
両
当
事
者
〕、
⑱
〔
双
方

的
〕、
⑳
〔
読
み
方
〕

s

当
事
者
間
に
争
い
が
あ
る
場
合
（
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
）

④
〔
一
当
事
者
〕

d

具
体
的
な
適
用
状
況
　
　
⑤
〔
ド
イ
ツ
判
例
〕、
⑥
〔
訴
訟
係
属
〕
二
頁
以
下
と
一
四
頁
以
下
、
⑳
〔
読
み
方
〕
八
〇
頁
以
下

f

近
時
の
学
説
の
動
向
　
　
⑧
〔
近
時
〕、
⑮
〔
法
改
正
〇
二
〕
二
九
頁
以
下
、
⑰
〔
法
改
正
〇
四
〕
二
一
頁
以
下

cL

適
用
領
域
の
拡
大
　

①
〔
生
成
〕
二
号
六
二
頁
以
下
、
⑥
〔
訴
訟
係
属
〕

dL

立
法
の
動
向
　

⑥
〔
訴
訟
係
属
〕
一
七
頁
以
下
、
⑮
〔
法
改
正
〇
二
〕、
⑰
〔
法
改
正
〇
四
〕

eL

そ
の
他

a

注
釈
書
の
読
み
方
　

⑳
〔
読
み
方
〕

Ⅱ
　
日
本
の
訴
訟
終
了
宣
言
論

aL

日
本
法
の
沿
革

a

ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
継
受
と
そ
の
後
の
変
遷

①
〔
生
成
〕
二
号
三
〇
頁
以
下
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s

民
事
訴
訟
法
七
三
条
の
沿
革

⑬
〔
沿
革
〕
八
号
・
九
号

d

民
事
訴
訟
法
六
二
条
の
沿
革

⑬
〔
沿
革
〕
一
〇
号

bL

現
在
の
状
況

a

学
説
の
状
況
　

③
〔
争
点
〕、
⑲
〔
日
本
〕

s

具
体
的
な
適
用
事
例
　

⑦
〔
判
研
〕、
⑪
〔
判
例
〕

cL

立
法
論
　

⑩
〔
立
法
〕、
⑭
〔
行
訴
法
〕

dL

翻
訳
語
（
用
語
）
の
当
否
と
用
語
の
使
用
例
一
覧
　

⑨
〔
翻
訳
〕

Ⅲ
　
訴
訟
終
了
宣
言
の
比
較
法
的
考
察

aL

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法

①
〔
生
成
〕
三
号
九
六
頁
以
下
、
⑫
〔
ド
イ
ツ
法
系
〕
六
四
二
頁
以
下

bL

ス
イ
ス
民
事
訴
訟
法

①
〔
生
成
〕
三
号
一
〇
五
頁
以
下
、
⑫
〔
ド
イ
ツ
法
系
〕
六
五
一
頁
以
下
、
⑯
〔
ス
イ
ス
〕

付
　
記
　

１
　
事
項
別
の
参
考
文
献

拙
稿
以
外
の
日
本
語
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
お
い
て
引
用
し
て
い
る
の
で
、
拙
稿
の
注
や
文
献
欄
を
参
照

し
て
頂
き
た
い
。
日
本
語
の
文
献
は
少
な
い
の
で
、
網
羅
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

２
　
本
稿
の
体
系
的
な
位
置

こ
の
分
類
に
よ
っ
て
本
稿
の
体
系
的
な
位
置
を
示
せ
ば
、
本
稿
は
Ⅰ
bL
s
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
四
は
Ⅰ
bL
d
、
五
は
Ⅱ

bL
a
に
そ
れ
ぞ
れ
関
係
す
る
。

３
　
参
照
条
文

左
記
の
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
条
文
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
数
字
は
項
を
、
丸
中
数
字
は
段
を
示
す
。
な
お
こ
れ
ら
の
条
文
は
最
新
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の
改
正
に
基
づ
く
た
め
に
、
日
本
で
は
未
だ
訳
文
が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
左
記
の
条
文
は
す
べ
て
私

訳
で
あ
る
。

Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
一
条
ａ

Ⅰ
　
①
両
当
事
者
が
口
頭
弁
論
に
お
い
て
又
は
書
面
の
提
出
に
よ
り
若
し
く
は
事
務
課
の
調
書
に
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
案

の
訴
訟
が
終
了
し
た
旨
を
宣
言
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
、
従
前
の
事
実
状
態
及
び
訴
訟
状
態
を
考
慮
し
て
、

公
平
な
裁
量
に
よ
り
決
定
で
裁
判
を
す
る
。
②
被
告
が
原
告
の
終
了
宣
言
に
対
し
て
、
書
面
の
送
達
か
ら
二
週
間
の
不
変
期
間
内

に
異
議
を
述
べ
な
い
場
合
、
被
告
が
そ
れ
に
先
立
ち
そ
の
効
果
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
い
た
な
ら
ば
、
同
様
と
す
る
。

Ⅱ
　
①
こ
の
裁
判
に
対
し
て
は
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
本
案
の
価
額
が
第
五
一
一
条
に
規
定
し
た
額
を
超
え
な
い

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
③
抗
告
に
つ
い
て
裁
判
す
る
前
に
相
手
方
を
審
尋
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
六
九
条
三
項

Ⅲ
　
①
訴
え
の
取
下
げ
に
よ
り
訴
訟
は
係
属
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
し
、
既
に
下
さ
れ
た
が
未
だ
確
定
し
て
い
な
い
判
決
は
、

明
示
的
な
取
消
し
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
そ
の
効
力
を
失
う
。
②
原
告
は
、
訴
訟
費
用
に
つ
き
判
決
が
既
に
確
定
し
て
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
被
告
が
他
の
理
由
に
よ
り
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
訴
訟
費
用
を
負
担
す
る
義
務
を
負
う
。

③
訴
え
を
提
起
す
る
原
因
が
訴
訟
係
属
前
に
消
滅
し
、
そ
の
結
果
訴
え
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
場
合
、
訴
訟
費
用
の
負
担
義
務
は
従

前
の
事
実
状
態
及
び
訴
訟
状
態
を
考
慮
し
て
、
公
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。
訴
え
が
送
達
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
も
同
様

と
す
る
。

（
１
）

こ
の
論
文
は
、
次
の
２
の
参
考
文
献
の
Ｈ
に
も
挙
げ
て
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
こ
の
論
文
を
引
用
す
る
場
合
は
、「
前
掲
」
で
は
な

く
、
そ
こ
の
番
号
と
略
称
を
使
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
論
文
は
引
用
に
際
し
て
は
、「
拙
稿
・
④
〔
一
当
事
者
〕
頁
数
」
で
表
記
す
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る
。
な
お
Ｈ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
論
文
の
参
照
を
指
示
す
る
場
合
は
、
同
様
と
す
る
。

（
２
）

ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
第
九
一
条
ａ
を
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
一
条
ａ
と
表
記
し
た
が
、
ド
イ
ツ
で
は
一
般
に
「§91a

ZPO

」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
ド
イ
ツ
の
表
記
を
日
本
語
で
表
現
す
る
場
合
に
、「
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
一
ａ
条
」
と
、「
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
一
条
ａ
」
と
い
う
表
記
が
あ
る
。
ド
イ
ツ

の
条
文
の
通
称
枝
番
号
の
表
記
方
法
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
一
長
一
短
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
反
映
し
て
、
い
ず
れ
が
多
数
の
支
持
を
得

て
い
る
か
は
決
め
が
た
い
状
況
に
あ
る
が
、
私
見
は
後
者
の
立
場
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
�
〔
読
み
方
〕
五
八
頁
注

２
に
お
い
て
述
べ
た
。

（
３
）

こ
の
本
に
お
い
て
、
半
田
教
授
は
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
三
箇
所
で
述
べ
て
い
る
。
頁
数
順
に
示
せ
ば
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

と
段
階
訴
訟
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
五
四
条
）
に
つ
い
て
は
七
頁
以
下
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
一
条
と
九
一
条
ａ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
一
〇
頁
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九

一
条
ａ
と
訴
訟
費
用
の
裁
判
に
つ
い
て
は
七
八
頁
以
下
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
の
奥
付
に
記
載
さ
れ
た
刊
行
日
は
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
一
〇
月
二
〇
日
で
あ
る
が
、
同
じ
月
の
八
日
に

大
阪
市
立
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
日
本
私
法
学
会
の
個
別
報
告
も
訴
訟
終
了
宣
言
の
研
究
に
お
い
て
興
味
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
初

日
の
個
別
報
告
の
第
一
部
会
の
第
一
報
告
者
は
大
阪
大
学
の
田
中
宏
治
助
教
授
（
当
時
）
で
あ
り
、
テ
ー
マ
は
「
ド
イ
ツ
新
債
務
法
に
お

け
る
特
定
物
売
買
の
今
日
的
課
題
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
報
告
に
お
い
て
二
〇
〇
三
年
二
月
三
日
の
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
高
等

裁
判
所
（
＝
上
級
地
方
裁
判
所
＝
Ｏ
Ｌ
Ｇ
）
の
決
定
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
決
定
は
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
一
条
ａ
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
決
定
に
至
る
ま
で
の
訴
訟
経
過
は
訴
訟
終
了
宣
言
の
利
用
方
法
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
定
の
意
味
に
つ
い
て
は
、

詳
論
し
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿
・
⑱
〔
双
方
的
〕
九
号
六
二
頁
以
下
）。
こ
の
よ
う
な
実
体
法
に
お
い
て
重
要
な
判
例
を
訴
訟
の
経
過
か

ら
観
察
す
る
場
合
に
は
、
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
の
正
確
な
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

（
４
）

こ
の
論
文
は
、
次
の
２
の
参
考
文
献
の
Ｈ
に
も
挙
げ
て
あ
る
。
な
お
こ
の
教
養
論
叢
は
井
田
三
夫
先
生
、
坂
口
尚
史
先
生
、
中
島
茂

夫
先
生
の
退
職
記
念
号
で
あ
り
、
こ
の
論
文
は
こ
れ
ら
の
先
生
に
献
呈
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
　
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
概
要

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
は
日
本
法
が
直
接
規
定
し
て
い
る
制
度
で
は
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
般
に
関
心
が
薄
く
、
広
く
知
ら
れ
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て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
は
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
事
例
に
お
け
る
紛
争
を
、
ど
の

よ
う
な
手
続
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
制
度
な
の
か
に
つ
い
て
、
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
一
方
的
訴
訟

終
了
宣
言
の
構
造
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
制
度
で
あ
る
の
か
を
具
体
的
に
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。
単
に

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
論
じ
る
だ
け
で
は
、
比
較
法
的
な
関
心
か
ら
の
研
究
は
別
に
し
て
、
日
本
に
お
い
て
研
究
を
行
う

意
味
は
一
般
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
先
ず
具
体
的
に
現
実
に
即
し
た
事
例
で
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
先
ず
、
今
日
の
日
本
で
は
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
事
例
が
想
定
さ
れ
る
の
か
、

そ
し
て
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
は
、
そ
の
事
例
を
ど
の
よ
う
に
し
て
解
決
す
る
の
か
を
概
観
す
る
（
１
）。
次
に
、
ド
イ
ツ
で
は
一
方

的
訴
訟
終
了
宣
言
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
例
を
解
決
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
て
み
る
（
２
）。

そ
し
て
そ
の
う
え
で
、
ド
イ
ツ
で
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
紛
争
は
、
日
本
の
既
存
の
制
度
で
十
分
に

対
応
で
き
る
の
か
否
か
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
処
理
方
法
が
優
れ
て
い
る
の
か
否
か
を
検
討
す
る（
３
）。

１
　
日
本
に
お
け
る
具
体
的
な
事
例

日
本
法
に
お
い
て
過
去
の
裁
判
例
か
ら
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
が
問
題
に
な
る
よ
う
な
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、

過
去
の
事
例
の
場
合
、
実
際
に
生
起
し
た
事
例
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
今
日
的
な
状
況
に
相
応
し
い
事
例
か
と
い
う
と
、

そ
う
と
は
限
ら
な
い
（
５
）

。
そ
こ
で
今
日
的
な
事
例
が
重
要
で
あ
る
が
、
遠
藤
功
教
授
は
次
の
よ
う
な
事
例
を
挙
げ
て
、
現
在
の
日
本
に

お
い
て
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
が
具
体
的
に
問
題
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
遠
藤
・
一
五
六
頁
）。
誠
に
適
切
な
事
例
な
の
で
、

こ
こ
で
は
そ
れ
を
引
用
す
る
。

「
Ｘ
は
そ
の
隣
人
Ｙ
に
対
し
て
、
将
来
、
夜
間
ス
テ
レ
オ
の
音
量
が
屋
外
に
も
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
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Ｙ
は
、
い
ま
ま
で
ス
テ
レ
オ
を
夜
間
高
い
音
で
か
け
た
こ
と
が
あ
る
か
と
争
っ
た
。
係
争
中
に
Ｙ
が
引
っ
越
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
Ｘ
は
口

頭
弁
論
に
お
い
て
本
案
が
完
結
し
た
と
表
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｙ
は
、
訴
え
の
却
下
ま
た
は
請
求
の
棄
却
を
求
め
た
。
裁
判
所
は
ど
の

よ
う
に
手
続
を
進
め
る
べ
き
か
。」

そ
し
て
遠
藤
教
授
は
こ
の
設
例
の
解
答
と
し
て
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
よ
る
手
続
の
展
開
を
具
体
的
に
次
の
よ
う
に
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
遠
藤
教
授
は
説
明
に
お
い
て
「
訴
訟
完
結
申
立
て
」
と
か
「
本
案
完
結
表
明
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
用
語
の
意
味
は
「
訴
訟
終
了
宣
言
」
と
同
じ
で
あ
り
、
単
な
る
表
現
の
違
い
で
あ
る
（
６
）

。

「
ド
イ
ツ
民
訴
法
上
の
制
度
で
あ
る
が
、
以
下
そ
れ
に
沿
っ
て
考
察
し
、
紹
介
し
た
い
。
Ｙ
も
Ｘ
に
同
意
す
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
両
当

事
者
の
申
立
て
に
拘
束
さ
れ
、
訴
訟
完
結
を
宣
言
す
る
判
決
と
平
等
負
担
の
訴
訟
費
用
の
裁
判
を
し
て
落
着
で
あ
る
。
し
か
し
、
設
問
で
Ｙ

は
Ｘ
が
敗
訴
（
訴
え
却
下
ま
た
は
請
求
棄
却
）
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
い
る
の
で
、
Ｘ
の
訴
訟
完
結
申
立
て
に
同
意
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

双
方
当
事
者
の
本
案
完
結
表
明
に
よ
っ
て
訴
訟
完
結
を
裁
判
所
が
認
め
る
制
度
は
、
ド
イ
ツ
民
訴
九
一
条
ａ
が
明
文
で
定
め
、
一
方
当
事
者

の
申
立
て
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
通
説
・
判
例
が
一
定
の
要
件
（
訴
訟
完
結
事
由
の
発
生
と
、
そ
の
発
生
時
ま
で
訴
え
が
適
法
で
か
つ
請
求
に
理
由

が
あ
る
こ
と
）
の
下
に
認
め
て
い
る
。
設
問
で
は
、
Ｘ
は
一
方
的
に
本
案
の
完
結
を
表
明
し
た
。
こ
の
表
明
・
申
立
て
の
有
効
性
（
当
事
者
訴

訟
行
為
と
し
て
）
は
承
認
さ
れ
る
。
口
頭
弁
論
に
お
い
て
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
法
的
状
況
で
は
裁
判
所
は
訴
訟
が
完
結
と

い
う
事
態
（
象
）
の
発
生
ま
で
適
法
、
か
つ
請
求
が
理
由
具
備
で
あ
っ
た
か
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
請
求
の
理
由
具
備
性
は
、
Ｘ

が
Ｙ
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
が
違
法
に
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
心
配
・
不
安
が
あ
る
か
否
か
に
係
っ
て
い
る
。
こ
の
不
安
は
、
Ｙ
が
過
去
に
ス
テ

レ
オ
の
音
量
を
あ
ま
り
に
上
げ
て
い
た
事
実
が
あ
れ
ば
、
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
両
当
事
者
は
争
っ
て
い
る
の
だ

か
ら
、
裁
判
所
は
相
応
す
る
証
拠
調
べ
を
し
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
が
消
極
的
結
論
に
達
す
れ
ば
、
Ｘ
の
請
求
は
訴

訟
費
用
の
負
担
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
棄
却
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
Ｘ
の
完
結
表
明
は
効
果
が
な
い
。
反
対
に
裁
判
所
が
訴
え
の
適
法
性
と
請
求

の
理
由
具
備
性
を
認
め
た
場
合
は
、
訴
訟
係
属
後
の
完
結
事
態
の
発
生
次
第
と
な
る
。
事
態
発
生
は
、
係
争
中
の
Ｙ
の
引
越
し
に
よ
っ
て
将

来
的
な
侵
害
の
不
安
が
消
え
去
っ
た
の
で
争
い
が
な
い
。
裁
判
所
は
そ
れ
ゆ
え
終
局
判
決
に
よ
っ
て
本
案
が
完
結
し
た
こ
と
を
確
認
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
訴
訟
費
用
は
Ｙ
が
負
担
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。」

法学研究 81 巻 7号（2008： 7）

22



遠
藤
教
授
の
右
の
説
明
は
適
切
で
あ
り
、
付
言
す
る
こ
と
は
全
く
な
い
。
本
稿
が
遠
藤
教
授
の
こ
の
説
明
を
全
文
引
用
し
た
第
一

の
理
由
は
、
本
稿
が
テ
ー
マ
と
す
る
内
容
を
説
明
す
る
の
に
、
こ
の
説
明
は
最
も
適
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
本

稿
は
こ
の
説
明
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
事
柄

は
教
授
が
述
べ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
教
授
の
説
明
に
対
し
て
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
説
明
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
本

稿
は
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
こ
と
で
あ
る
（
７
）

。
そ
こ
で
本
稿
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
教
授
の
前
記
説
明
と
関
連
さ
せ
て
述
べ
る
な
ら
ば
、

次
の
よ
う
に
な
る
。
教
授
は
ド
イ
ツ
の
判
例
・
通
説
の
要
件
を
前
提
に
説
明
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
先
ず
ド
イ
ツ
の
判
例
・
通
説

の
内
容
、
形
成
過
程
、
反
対
説
の
現
状
等
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
成
果
に
基
づ
い
て
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
日
本
法
に
お

け
る
意
味
を
検
討
す
る
。

な
お
教
授
は
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
効
果
と
し
て
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
導
か
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ

に
先
行
し
て
考
察
す
べ
き
重
要
な
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
訴
訟
終
了
効
の
発
生
の
根
拠
の
問
題
、
裁
判
所
が
一
方
的
訴
訟
終
了
宣

言
に
つ
い
て
行
う
裁
判
は
本
案
判
決
な
の
か
そ
れ
と
も
訴
訟
判
決
な
の
か
の
問
題
、
判
決
に
既
判
力
が
生
じ
る
の
か
否
か
の
問
題
、

既
判
力
が
生
じ
る
場
合
は
い
か
な
る
事
項
に
既
判
力
は
生
じ
る
の
か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
答
は
教
授
の
説
明
の
根

拠
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
も
詳
し
く
考
察
す
る
。

２
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
具
体
的
な
事
例

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
は
ど
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
な
さ
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
例
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ

る
。
し
か
し
、
裁
判
例
は
膨
大
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
こ
と
は
大
変
な
作
業
で
あ
る
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
の

裁
判
例
の
中
に
は
日
本
法
に
な
い
ド
イ
ツ
法
特
有
の
法
律
問
題
に
関
し
た
も
の
や
、
日
本
法
と
類
似
し
た
（
日
本
法
が
継
受
し
た
）

法
制
度
で
あ
っ
て
も
、
事
件
そ
の
も
の
が
日
本
で
は
起
こ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
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例
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
直
ち
に
日
本
に
お
い
て
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
を
理
解
す
る
の
に
適
切
な
事
例
に
な
る
わ
け
で

は
な
い
（
８
）

。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
裁
判
例
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
の
最
近
の
教
科
書
や
実
務
の
案
内
書
に
お
い
て
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
説
明
の

た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例
に
注
目
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
中
か
ら
日
本
で
も
実
際
に
問
題
に
な
る
よ
う
な
事
例
を
選
び
、
そ

の
主
な
も
の
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
（
９
）

。
挙
げ
た
順
序
は
特
に
意
味
は
な
い
が
、
強
い
て
い
え
ば
事
例
と
し
て
比
較
的
適
切
と

思
わ
れ
る
順
で
あ
る
。

aL

賃
借
人
Ｙ
は
借
り
た
家
に
備
え
付
け
て
あ
る
暖
房
器
具
の
故
障
を
理
由
に
、
家
賃
は
そ
の
分
だ
け
減
額
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
た
。
そ
こ
で
減
額
分
は
一
月
分
の
家
賃
に
相
当
す
る
と
し
て
、
一
月
分
の
家
賃
を
支
払
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
賃
貸

人
Ｘ
は
Ｙ
に
対
し
て
、
家
賃
の
支
払
い
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
こ
の
訴
訟
中
に
、
被
告
Ｙ
は
家
賃
の
翌
月
分
を
目
的
を
定
め

ず
支
払
っ
た
と
こ
ろ
、
原
告
Ｘ
は
訴
求
分
の
家
賃
と
し
て
清
算
し
て
、
訴
訟
の
終
了
を
宣
言
し
た
。
被
告
Ｙ
は
、
訴
求
債
権
は
も
と

も
と
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
清
算
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
訴
訟
は
終
了
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
、
Ｘ
の
訴
訟
終
了
宣

言
に
異
議
を
述
べ
た
（O

berheim
(E

),§29
R

n
13

）。

bL

Ｘ
は
Ｙ
に
対
し
て
、
売
買
代
金
七
千
ユ
ー
ロ
の
支
払
い
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
一
一
月
一
〇
日
付
け
の
こ
の
訴
状
は
一

一
月
一
四
日
に
裁
判
所
に
届
き
、
一
一
月
二
〇
日
に
被
告
Ｙ
に
送
達
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
被
告
Ｙ
は
一
一
月
一
六
日
に
代
金
支
払
い

の
た
め
の
送
金
手
続
を
行
い
、
代
金
は
一
一
月
二
一
日
に
原
告
Ｘ
の
口
座
に
入
金
さ
れ
た
。
口
頭
弁
論
の
た
め
の
早
期
第
一
回
期
日

に
お
い
て
、
原
告
Ｘ
は
訴
訟
の
終
了
を
宣
言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
被
告
Ｙ
は
、
適
時
に
代
金
は
支
払
っ
た
と
し
て
、
Ｘ
の
訴
え
は

最
初
か
ら
理
由
が
な
い
と
し
て
請
求
棄
却
の
申
立
て
を
し
た
（Schellham

m
er

(D
),§33

V
or

R
n

1716
=

Fall4

）。

cL

Ｙ
は
Ｘ
に
対
し
て
、
売
買
契
約
の
債
務
不
履
行
を
理
由
に
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対

し
て
Ｘ
は
Ｙ
の
主
張
を
争
い
、
Ｙ
が
そ
の
主
張
を
繰
り
返
す
の
で
、
Ｙ
に
対
し
て
前
記
債
務
の
不
存
在
の
確
認
の
訴
え
を
提
起
し
た
。
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こ
の
訴
訟
中
に
被
告
Ｙ
が
原
告
Ｘ
に
対
し
て
、
前
記
請
求
権
に
基
づ
く
給
付
の
訴
え
を
提
起
し
た
。
前
訴
は
後
訴
が
提
起
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
訴
え
の
利
益
が
消
滅
し
不
適
法
に
な
る
た
め
に
、
前
訴
の
原
告
Ｘ
は
訴
訟
の
終
了
宣
言
を
し
た
が
、
前
訴
の
被
告
Ｙ
は

そ
も
そ
も
訴
え
に
理
由
が
な
い
と
し
て
争
っ
た
（Lüke

(D
),§21

IIFall2

）。

dL

Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
て
支
払
い
請
求
の
訴
え
を
提
起
し
た
。
被
告
Ｙ
は
管
轄
違
い
の
抗
弁
を
提
出
し
、
さ
ら
に
原
告
Ｘ
は
債
権
を
Ｚ

に
譲
渡
し
て
自
分
は
権
利
者
で
な
い
と
主
張
し
た
。
裁
判
所
は
証
拠
調
べ
の
結
果
、
被
告
Ｙ
の
主
張
が
正
し
い
と
判
断
し
た
。
原
告

Ｘ
は
訴
訟
の
終
了
を
宣
言
し
た
が
、
被
告
Ｙ
は
そ
れ
を
争
い
、
請
求
棄
却
の
判
決
を
求
め
た
（Zeiss

(D
),R

n
494

）。

３
　
ド
イ
ツ
の
事
例
の
対
処
方
法
の
検
討
　

Ａ
　
既
存
の
制
度
の
問
題
点

訴
訟
を
終
了
さ
せ
る
事
由
が
２
に
挙
げ
た
事
例
の
よ
う
に
発
生
し
た
場
合
、
訴
訟
は
直
ち
に
自
動
的
に
終
了
す
る
こ
と
は
な
い
。

訴
訟
を
終
了
さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
事
者
の
一
定
の
行
為
か
あ
る
い
は
裁
判
所
の
判
決
が
必
要
で
あ
る
。
前
者
で
あ
れ
ば
、
日
本
の

民
事
訴
訟
法
が
規
定
し
て
い
る
制
度
と
し
て
は
訴
え
の
取
下
げ
（
民
訴
法
二
六
一
条
・
二
六
二
条
）、
訴
訟
上
の
和
解
、
請
求
の
放

棄
・
認
諾
（
民
訴
法
二
六
六
条
・
二
六
七
条
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
２
の
事
例
の
場
合
に
は
適
切
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
、

原
告
と
被
告
の
間
に
争
い
が
な
い
場
合
の
訴
訟
の
終
了
方
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
２
の
事
例
の
よ
う
に
当
事
者
の
間

に
終
了
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
あ
る
場
合
は
、
被
告
は
あ
く
ま
で
も
請
求
棄
却
を
主
張
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
原
告
は
自
ら
の
正
当
性
を

主
張
し
て
請
求
棄
却
の
判
決
に
反
対
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
２
の
事
例
の
場
合
は
当
事
者
間
で
訴
訟
の
終
了
に
つ
い
て
意

見
の
一
致
を
見
る
こ
と
は
な
く
、
当
事
者
の
行
為
に
よ
る
訴
訟
の
終
了
を
も
た
ら
す
制
度
で
は
、
そ
の
前
提
を
欠
い
て
対
応
で
き
な

い
。そ

れ
で
は
後
者
の
裁
判
所
の
終
局
判
決
（
民
訴
法
二
四
三
条
一
項
）
に
よ
る
解
決
で
対
応
で
き
る
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
方
法
も
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適
当
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
結
果
は
請
求
棄
却
（
あ
る
い
は
訴
え
却
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
原
告
を
満
足

さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
原
告
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
で
あ
ろ
う
。「
訴
え
は
当
初
か
ら
適
法
で
理
由
を
具
備
し

て
い
た
が
、
訴
訟
の
終
了
と
い
う
事
態
を
招
来
さ
せ
た
の
は
被
告
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訴
え
却
下
か
請
求
棄
却
と
い
う
原

告
敗
訴
の
判
決
は
不
当
で
あ
る
。
訴
訟
は
終
了
す
る
と
は
い
え
、
原
告
の
訴
え
は
正
当
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
。
こ
の
原
告
の
主
張

は
理
解
で
き
る
し
説
得
力
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
現
在
の
訴
訟
の
構
造
か
ら
す
る
と
、
原
告
は
こ
の
よ
う
な
結
果
を
甘
受
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
現
在
の
訴
訟
は
口
頭
弁
論
終
結
時
に
お
け
る
訴
訟
物
を
構
成
す
る
権
利
・
義
務
も
し
く
は
法
律
関
係
の
存

否
に
よ
っ
て
判
決
の
内
容
を
決
め
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
す
る
に
際
し
て
訴
訟
中
の
実
体
法
上
の
変
動
を
問
題
と
せ
ず
、

当
初
か
ら
請
求
に
理
由
が
な
い
場
合
と
訴
訟
中
に
理
由
が
な
く
な
っ
た
場
合
と
を
区
別
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
紛
争
の
実
態
に
関
係
な
く
既
存
の
制
度
で
対
応
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
事
者
の
意
思
に
相
応
し
い
も
の
で
は
な
い
し
、
紛
争
が
完
全
に
解
決
さ
れ
ず
残
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
紛
争
の
実
態
に
即
応
し
た

新
た
な
制
度
で
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
口
頭
弁
論
終
結
時
に
お
け
る
権
利
・
義
務
も
し
く
は
法
律
関
係
の
存
否

だ
け
を
考
慮
し
て
裁
判
す
る
と
い
う
訴
訟
構
造
は
、
一
番
効
率
的
な
紛
争
処
理
方
法
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
単
に
効
率
性
を
重
視
し
た
解
決
だ
け
で
は
本
当
の
紛
争
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
既
存

の
制
度
の
限
界
を
認
識
し
、
単
な
る
当
座
の
紛
争
の
解
決
で
は
な
く
、
将
来
の
紛
争
の
再
発
を
防
止
す
る
も
の
か
と
い
っ
た
解
決
の

質
を
重
要
視
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
多
様
な
紛
争
を
画
一
的
に
一
律
に
処
理
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
紛
争

の
実
態
に
目
を
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
い
紛
争
解
決
を
考
慮
す
る
こ
と
の
で
き
る
訴
訟
構
造
の
構
築
を
目
指
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
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Ｂ
　
個
々
の
事
例
の
問
題
点
　

日
本
の
既
存
の
制
度
に
よ
っ
て
２
の
事
例
を
処
理
す
る
と
何
が
問
題
に
な
る
の
か
、
事
例
ご
と
に
具
体
的
な
問
題
点
を
見
て
み
よ

う
。
Ａ
の
「
既
存
の
制
度
の
問
題
点
」
は
い
わ
ば
総
論
で
あ
り
、
一
般
的
に
問
題
点
を
考
察
し
た
結
果
は
、「
既
存
の
制
度
は
２
の

よ
う
な
事
例
の
処
理
を
想
定
し
て
い
な
い
か
ら
、
２
の
事
例
を
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
本
項
は
各
論
と
し
て
、
具
体
的
な
事
例
に
即
し
て
既
存
の
制
度
の
解
決
策
の
問
題
点
を
考
え
る
。

aL
に
お
い
て
は
、
Ｘ
と
Ｙ
と
は
訴
え
提
起
当
時
の
立
場
が
Ｙ
の
家
賃
の
支
払
い
に
よ
っ
て
完
全
に
逆
転
し
た
。
訴
訟
を
続
行
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
が
被
告
の
Ｙ
で
あ
り
、
直
ち
に
終
了
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
が
原
告
の
Ｘ
で
あ
る
。
Ｙ
の
家
賃
の
支
払
い

が
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
の
が
原
告
の
Ｘ
で
あ
り
、
家
賃
の
支
払
い
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
の
が
被
告
の
Ｙ
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
事
態
は
教
壇
例
で
も
な
け
れ
ば
、
希
有
な
こ
と
で
も
な
く
、
日
本
で
も
日
常
的
に
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
（
10
）

。
し
か
し
、
紛

争
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
訴
え
の
取
下
げ
で
は
対
応
で
き
な
い
。
さ
り
と
て
訴
訟
を
続
行
さ
せ
る
と
な
る
と
、
大

変
に
奇
妙
な
訴
訟
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
原
告
は
支
払
い
を
認
め
て
い
る
か
ら
こ
れ
以
上
訴
訟
を
す
る
意
思
は
な
い
し
、
被
告
は
家

賃
支
払
い
を
理
由
に
し
た
請
求
棄
却
を
望
ん
で
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
従
前
の
訴
訟
物
で
は
対
応
で
き
な
い
。
新
た
な
紛

争
対
象
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

bL
に
お
い
て
は
、
訴
訟
の
開
始
時
に
被
告
Ｙ
の
履
行
（
支
払
い
）
が
な
さ
れ
た
と
い
う
点
で
は
争
い
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
訴

訟
物
た
る
支
払
請
求
権
は
消
滅
し
た
か
ら
、
裁
判
所
は
請
求
棄
却
判
決
を
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
原
告
Ｘ
の
敗
訴
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
原
告
の
主
張
に
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
妥
当
性
を
欠
く
。
そ
こ
で
訴
え
の
取
下
げ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

被
告
が
取
下
げ
に
同
意
し
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
し
、
被
告
が
同
意
し
た
と
し
て
も
、
原
告
は
訴
訟
費
用
の
負
担
か
ら
解
放
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
訴
訟
費
用
を
負
担
す
べ
き
者
は
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
っ
て
裁
判
さ
れ
る
か
ら
、
被
告
が
負
担
す
る
と
は
限
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
正
に
被
告
が
適
時
に
履
行
し
た
の
か
否
か
が
最
大
の
争
点
で
あ
り
、
こ
れ
が
こ
の
問
題
の
解
決
の
決
め
手
に
な
る
。
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そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
紛
争
の
解
決
は
従
前
の
訴
訟
（
訴
訟
物
）
で
は
対
応
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
従
前
の
訴
訟
で
は
単

に
履
行
が
な
さ
れ
た
か
否
か
が
争
点
で
あ
り
、
訴
訟
物
も
そ
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
り
と
て
、
当
事
者
間
の

最
大
の
争
点
が
適
時
な
履
行
か
否
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訴
訟
費
用
の
裁
判
に
お
い
て
こ
の
新
た
な
争
点
を
無
視
し
て
裁
判

所
が
一
方
的
に
裁
判
を
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
訴
訟
費
用
の
裁
判
の
特
殊
性
を
強
調
し
た
と
し
て
も
、
妥
当
性
を
欠
く
。

cL
に
お
い
て
は
、
後
訴
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
前
訴
が
不
適
法
に
な
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
前
訴
の
原
告
Ｘ
に
と
っ

て
は
、
自
ら
提
起
し
た
訴
訟
が
無
意
味
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
正
に
Ｘ
に
と
っ
て
不
利
益
な
こ
と
で
あ
る
し
、
不
当
な

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
訴
は
後
訴
に
よ
っ
て
意
味
を
失
う
よ
う
な
程
度
の
意
味
し
か
有
し
な
い
か
、
あ
る
い
は
後
訴
の
提
起
を

促
す
た
め
の
意
味
し
か
有
し
て
い
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
訴
訟
中
に
不
適
法
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
す
る
こ
と
で
は
な
い
（
11
）

。
問
題
は
前
訴
の
原
告
Ｘ
が
前
訴
に
お
い
て
却
下
判
決
を
受
け
る
場
合
に
、
そ
の
訴
訟

の
訴
訟
費
用
を
Ｘ
が
負
担
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｘ
の
訴
え
の
提
起
は
Ｙ
に
よ
っ
て
生
じ
た
事

態
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ
に
責
任
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
当
事
者
間
で
争
い
が
あ
る
以

上
、
新
た
な
訴
訟
に
よ
っ
て
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
従
来
の
訴
訟
手
続
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
料
を
利
用
し
て
判
断

で
き
る
問
題
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
っ
て
裁
判
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。

dL
に
お
い
て
は
、
Ｘ
が
請
求
棄
却
判
決
を
受
け
る
の
は
や
む
を
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
Ｘ
が
敗
訴
判
決
を
受
け
る
の

は
、
Ｘ
の
事
前
の
調
査
が
不
十
分
で
あ
り
、
自
ら
の
主
張
を
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
し
こ
の
事
例
の
よ
う
な
場
合
に
も
訴
訟
終
了
宣
言
が
許
さ
れ
る
と
な
る
と
、
事
前
の
調
査
や
準
備
が
不
十
分
な
ま
ま
訴
え
を
提
起

し
た
原
告
が
、
そ
れ
が
露
呈
す
る
と
、
請
求
棄
却
判
決
を
避
け
る
た
め
に
訴
訟
終
了
宣
言
を
利
用
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
訴
訟

終
了
宣
言
の
制
度
は
、
準
備
不
足
の
訴
え
を
容
認
す
る
よ
う
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
問
題
は
訴
訟
費
用
の
負
担
を
逃
れ

る
た
め
に
訴
訟
終
了
宣
言
を
利
用
し
た
の
か
否
か
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
判
断
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
dL
の
事

法学研究 81 巻 7号（2008： 7）

28



例
は
事
例
と
し
て
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
が
、
た
だ
実
務
の
現
場
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
事
例
（
dL
）
と
、
そ
う
で
な
い
事
例

（
aL
bL
cL
）
と
の
区
別
を
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

Ｃ
　
訴
訟
費
用
の
裁
判
手
続

こ
の
よ
う
に
aL
bL
cL
dL
は
そ
れ
ぞ
れ
問
題
を
有
し
て
い
る
が
、
反
対
の
意
見
も
考
え
ら
れ
る
。
日
本
と
ド
イ
ツ
の
訴
え
の
取
下

げ
の
場
合
の
訴
訟
費
用
の
負
担
の
制
度
の
違
い
を
強
調
し
て
、
日
本
で
は
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
Ａ
・
Ｂ
で
述
べ
た
よ
う
な
問
題
は
生
じ

な
い
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
で
は
訴
訟
係
属
後
に
訴
訟
終
了
事
由
が
発
生
し
、
原
告
が
訴
え
を
取
り
下
げ
た
場

合
は
、
原
告
が
訴
訟
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
六
九
条
三
項
二
段
）、
日
本
で
は
訴
え
の
取
下

げ
の
場
合
の
訴
訟
費
用
の
負
担
者
は
裁
判
所
が
裁
量
に
よ
っ
て
決
め
る
か
ら
で
あ
る
（
民
訴
法
七
三
条
二
項
に
よ
る
六
二
条
の
準
用
）。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
事
例
の
場
合
、
訴
え
の
取
下
げ
（
民
訴
法
二
六
一
条
以
下
）
に
よ
っ
て
訴
訟
を
終
了
さ
せ
、
訴
訟
費
用
は
裁
判
所

の
裁
量
に
よ
っ
て
処
理
す
る
と
い
う
方
法
が
最
適
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
訴
訟
費
用
の
た
め
の
訴

訟
を
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
一
番
効
率
的
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
裁
判
所
は
従
前
の
訴
訟
経
過
に
基
づ
い
て
裁
量
に
よ
っ
て
判
断

す
る
の
で
、
そ
の
判
断
は
手
続
的
に
正
当
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
し
、
判
断
内
容
も
信
頼
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
な
意
見
で
あ
り
非
常
に
説
得
力
が
あ
る
が
、
し
か
し
問
題
は
、
こ
の
見
解
に
は
裁
判
所
が
訴
訟
費
用
の
裁
判
を
行
う
場

合
の
裁
判
手
続
に
つ
い
て
の
考
察
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
手
続
で
裁
判
所
は
裁
判
資
料
を
収
集

し
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
裁
判
す
る
の
か
が
明
ら
か
で
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
見
解
は
民
訴
法
六
一
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て

い
る
と
反
論
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
訴
訟
費
用
の
裁
判
手
続
は
原
則
と
し
て
終
局
判
決
に
付
随
し
て
な
さ

れ
る
裁
判
手
続
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
て
、
本
案
判
決
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
訴
訟
費
用
の
裁

判
は
本
案
手
続
に
連
動
し
た
付
随
手
続
で
あ
り
、
訴
訟
費
用
の
た
め
に
特
別
な
手
続
が
存
在
す
る
必
要
は
な
い
。
本
案
の
手
続
が
訴
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訟
費
用
の
裁
判
手
続
を
代
替
し
て
、
そ
れ
が
訴
訟
費
用
の
裁
判
手
続
の
正
当
性
を
保
障
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
訴
訟
費
用
の
裁
判
に

は
原
則
と
し
て
本
案
の
裁
判
が
必
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
必
要
と
し
な
い
場
合
と
し
て
和
解
（
民
訴
法
六
八
条
）
と
、「
訴

訟
が
裁
判
及
び
和
解
に
よ
ら
な
い
で
完
結
し
た
と
き
」（
民
訴
法
七
三
条
）
を
規
定
し
て
い
る
が
、
前
者
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ

れ
ら
の
規
定
は
当
事
者
間
に
訴
訟
費
用
や
そ
の
後
の
手
続
に
関
し
て
紛
争
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
２
の

aL
bL
cL
dL
は
紛
争
が
残
存
し
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
紛
争
が
残
存
し
て
い
る
場
合
は
、
訴
え
の
取

下
げ
の
よ
う
に
本
案
判
決
が
な
さ
れ
ず
、
し
か
も
訴
訟
費
用
や
そ
の
後
の
手
続
に
関
し
て
当
事
者
間
に
紛
争
が
な
い
こ
と
を
前
提
に

し
て
い
る
手
続
は
適
し
て
い
な
い
。

本
案
の
問
題
が
訴
訟
の
終
了
事
由
の
発
生
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
な
ら
ば
、
訴
訟
費
用
は
付
随
的
な
問
題
で
は
あ
り
え
な
い
。
訴
訟

費
用
の
問
題
は
新
た
に
独
立
し
た
紛
争
と
し
て
、
本
案
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
案
の
影
に

隠
れ
て
い
た
も
の
が
、
隠
し
て
い
た
本
案
の
終
了
と
と
も
に
登
場
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
訴
訟
が
終
了
し
た
場
合
の
訴
訟
費

用
の
問
題
は
こ
の
よ
う
な
も
の
と
理
解
し
、
自
ら
の
権
利
は
自
ら
で
守
る
と
い
う
大
原
則
に
立
ち
返
っ
て
、
こ
の
場
合
の
訴
訟
手
続

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
場
合
に
訴
訟
手
続
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
当
事
者
間
で
争
い
が
な
け
れ

ば
、
訴
訟
手
続
が
省
略
で
き
る
の
は
私
的
自
治
の
原
則
か
ら
当
然
で
あ
る
。
紛
争
が
残
存
し
な
が
ら
も
訴
訟
手
続
を
省
略
す
る
手
続

が
、
正
に
問
題
な
の
で
あ
る
。

Ｄ
　
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
場
合

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
は
約
一
〇
〇
年
を
か
け
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度

を
構
築
し
た
（
12
）

。
こ
の
制
度
は
訴
訟
中
に
訴
訟
の
終
了
事
由
が
発
生
し
た
場
合
、
終
了
事
由
の
発
生
に
至
る
経
緯
に
注
目
し
、
そ
れ
を

考
慮
し
て
訴
訟
費
用
の
負
担
者
を
決
め
て
訴
訟
を
終
了
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
２
の
事
例
は
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
制
度
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に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
手
続
は
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。
訴
訟
終
了
事
由
が
発
生
し
た
場
合
、
原
告
は
一

方
的
に
訴
訟
終
了
宣
言
を
行
う
。
こ
れ
に
対
し
て
被
告
が
異
議
を
述
べ
な
い
な
ら
ば
、
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
と
し
て
訴
訟
は
終
了

す
る
。
訴
訟
終
了
効
が
発
生
す
る
の
は
、
訴
え
の
取
下
げ
と
同
様
に
処
分
権
主
義
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
被
告
が
異
議
を
述
べ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
訴
訟
の
終
了
に
つ
い
て
当
事
者
間
で
合
意
あ
る
い
は
意
思
の
一
致
が
見
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
当
事
者
の
そ
の
よ
う
な
意
思
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
訴
訟
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

裁
判
所
が
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
一
条
ａ
に
基
づ
い
て
、
従
前
の
訴
訟
の
経
過
を
考
慮
し
て
公
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
決
定
で
決
め
る
（
13
）

。
こ
れ
が
双

方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
手
続
で
あ
る
。

被
告
が
原
告
の
訴
訟
終
了
宣
言
に
対
し
て
異
議
を
述
べ
た
場
合
は
、
裁
判
所
は
原
告
の
主
張
の
当
否
を
裁
判
に
よ
っ
て
判
断
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
は
原
告
の
一
方
的
な
訴
訟
終
了
宣
言
に
す
ぎ
な
い
か
ら
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
と
い
わ
れ
る
。
裁
判
所
は

何
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
手
続
で
裁
判
を
行
う
の
か
が
問
題
に
な
る
。
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
場
合
は
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
一
条
ａ
が
規

定
し
て
い
る
の
で
、
訴
訟
終
了
宣
言
の
手
続
に
関
し
て
は
こ
の
規
定
が
解
答
し
て
い
る
が
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
場
合
は
規
定

が
存
在
し
な
い
た
め
に
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
法
的
性
質
論
か
ら
考
察
す
る
し
か
方
法
が
な
い
（
14
）

。
具
体
的
な
手
続
は
、
１
で
紹

介
し
た
よ
う
に
遠
藤
教
授
が
説
明
し
た
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外
の
こ
と
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
教
授
の
説
明
は
、

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
法
的
性
質
論
に
つ
い
て
の
ド
イ
ツ
の
判
例
・
通
説
で
あ
る
訴
え
の
変
更
説
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一

方
的
訴
訟
終
了
宣
言
は
「
訴
え
の
変
更
」
で
あ
る
と
し
て
、
従
前
の
訴
え
は
新
た
な
訴
え
に
変
更
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
従
前
の
訴
え
が
終
了
事
由
発
生
ま
で
は
適
法
で
理
由
を
具
備
し
て
い
た
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
へ
の
変
更
で
あ
る
。

原
告
の
主
張
が
認
め
ら
れ
れ
ば
請
求
は
認
容
さ
れ
、
訴
訟
費
用
は
敗
訴
者
負
担
の
原
則
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
一
条
）
に
よ
り
、
敗
訴
者
で
あ

る
被
告
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
併
せ
て
請
求
権
の
消
滅
が
判
断
さ
れ
、
そ
の
不
存
在
が
既
判
力
で
確
定
し
、
同
一
紛
争
の
再
燃

は
既
判
力
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
日
本
で
は
、
訴
訟
終
了
宣
言
は
と
も
す
れ
ば
単
に
訴
訟
費
用
の
問
題
と
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
（
15
）

。
こ
れ
は
こ
の
制
度
の

生
成
の
歴
史
と
関
係
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
訴
え
の
取
下
げ
の
場
合
は
、
Ｃ
で
述
べ
た
よ
う
に
原
則
と
し
て
訴
訟
費
用
は
原
告
が
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
六
九
条
三
項
二
段
）、
訴
訟
終
了
宣
言
の
議
論
は
こ
の
規
定
の
適
用

を
回
避
す
る
目
的
で
出
発
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
制
度
の
出
発
点
を
考
え
る
な
ら
ば
、
訴
訟
終
了
宣
言
は
訴

訟
費
用
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
決
し
て
誤
り
で
は
な
い
。
し
か
し
、
訴
訟
終
了
宣
言
は
訴
訟
費
用
の
問
題
に
止
ま
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
で
は
訴
訟
終
了
宣
言
は
訴
訟
費
用
の
問
題
か
ら
出
発
し
た
が
、
し
だ
い
に
議
論
は
、
訴
訟
中
に
発
生
し
た
訴
訟
終

了
事
由
に
対
応
す
る
新
た
な
制
度
と
し
て
、
訴
訟
終
了
宣
言
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
で
発
展
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
単
に
訴
訟
費
用
の
問
題
の
解
決
の
た
め
だ
け
の
制
度
と
し
て
見
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
の
生

成
の
過
程
は
、
紛
争
解
決
の
効
率
性
か
ら
紛
争
解
決
の
質
的
向
上
を
目
指
し
た
も
の
と
理
解
し
、
そ
の
よ
う
な
視
点
で
評
価
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ド
イ
ツ
で
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
お
び
た
だ
し
い
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
理
由
は
、
訴
訟
終
了
宣

言
が
訴
訟
費
用
と
い
う
切
実
な
問
題
に
関
係
し
て
い
る
と
は
い
え
、
訴
訟
費
用
の
問
題
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
（
16
）

。

（
５
）

日
本
の
公
刊
さ
れ
た
裁
判
例
の
中
か
ら
訴
訟
終
了
宣
言
に
よ
る
解
決
に
適
し
た
も
の
を
選
び
、
訴
訟
終
了
宣
言
に
よ
る
解
決
の
方
が

既
存
の
制
度
を
利
用
し
た
解
決
よ
り
も
適
切
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿
・
⑪
〔
判
例
〕
八
三
頁
以
下
）。

（
６
）

訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
は
ド
イ
ツ
法
上
の
制
度
で
あ
る
た
め
に
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
日
本
で
は
い
ろ
い
ろ
な
表
記
が
な
さ
れ
て

い
る
。
原
因
は
日
本
語
に
翻
訳
す
る
場
合
に
、
定
訳
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
た

こ
と
が
あ
る
（
拙
稿
・
⑨
〔
翻
訳
〕
一
七
頁
注
13
）。

（
７
）

遠
藤
教
授
が
述
べ
て
い
な
い
こ
と
を
本
稿
が
取
り
上
げ
、
教
授
の
説
明
の
理
由
を
問
う
と
い
う
こ
と
は
、
教
授
の
説
明
が
不
十
分
で

あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
教
授
の
説
明
は
執
筆
の
分
量
が
制
限
さ
れ
て
い
る
学
生
向
け
の
演
習
問
題
の
解
説
で
あ
り
、
本
稿
の
よ
う

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
記
述
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
適
切
な
方
法
で
あ
る
。
演
習
問
題
の
解
説
は
詳
細
に
説
明
す
る
よ
り
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も
、
学
生
に
対
し
て
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
関
心
を
持
っ
た
学
生
に
対
し
て
は
、
参
考
文
献
を

手
掛
か
り
に
自
ら
探
求
さ
せ
る
こ
と
も
教
育
的
な
配
慮
か
ら
は
必
要
で
あ
る
。

（
８
）

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
有
名
な
判
決
を
ド
イ
ツ
語
の
一
言
一
句
ま
で
拘
泥
し
て
原
文
通
り
に
翻
訳
し
た
こ
と
が

あ
る
が
（
拙
稿
・
⑤
〔
ド
イ
ツ
判
例
〕
六
八
頁
以
下
、
同
・
⑥
〔
訴
訟
係
属
〕
一
五
頁
以
下
）、
事
案
は
ド
イ
ツ
固
有
の
問
題
で
あ
り
、

日
本
で
は
生
じ
な
い
よ
う
な
事
案
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
翻
訳
を
し
た
の
か
と
い
う
と
、
判
決
理
由
に
お
い
て
展
開
さ

れ
た
判
例
理
論
が
ド
イ
ツ
で
は
有
名
で
あ
り
、
そ
れ
を
正
確
に
日
本
に
紹
介
し
、
検
討
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
と
確
信
し
た
か
ら
で
あ

る
。

（
９
）

本
文
に
例
と
し
て
挙
げ
た
事
案
は
、
原
文
を
直
訳
し
た
も
の
で
は
な
い
。
原
文
は
ド
イ
ツ
の
法
曹
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、

原
文
を
忠
実
に
訳
し
た
の
で
は
、
日
本
の
法
曹
が
理
解
す
る
の
は
困
難
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
一
読
し
て
容
易
に
理
解
で
き
る

よ
う
に
、
原
文
に
な
い
言
葉
を
か
な
り
加
筆
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
正
確
に
論
文
の
中
で
表
記
す
る
と
煩
雑
に
な
っ
て
読
み
づ
ら

く
な
る
の
で
、
加
筆
部
分
は
特
に
明
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
挙
げ
た
事
例
は
ド
イ
ツ
の
事
案
の
翻
訳
で
な
い
。

日
本
流
に
原
文
を
修
正
し
た
こ
と
か
ら
、
翻
案
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

（
10
）

こ
の
事
例
は
、
日
本
で
は
一
般
に
「
相
手
方
が
援
用
し
な
い
自
己
に
不
利
益
な
事
実
の
陳
述
」
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
問
題
と
類

似
す
る
。
判
例
と
し
て
は
最
一
小
判
昭
和
四
一
年
九
月
八
日
民
集
二
〇
巻
七
号
一
三
一
四
頁
、
最
一
小
判
平
成
九
年
七
月
一
七
日
判
例
時

報
一
六
一
四
号
七
二
頁
＝
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
五
〇
号
一
一
三
頁
が
あ
る
。

な
お
こ
れ
ら
の
判
例
は
重
要
な
た
め
『
民
事
訴
訟
法
判
例
百
選
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
続
百
選
五
一
事
件
（
吉
村
徳
重

教
授
担
当
、
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
六
号
一
一
八
頁
以
下
〔
一
九
七
二
年
〕）、
二
版
七
七
事
件
（
林
淳
教
授
担
当
、
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
六

号
一
七
六
頁
以
下
〔
一
九
八
二
年
〕）、
百
選
Ⅰ
（
新
法
対
応
補
正
版
）
一
〇
八
事
件
（
河
野
正
憲
教
授
担
当
、
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
五

号
二
一
八
頁
以
下
〔
一
九
九
八
年
〕）
で
あ
り
、
後
者
は
三
版
五
八
事
件
（
畑
瑞
穂
教
授
担
当
、
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
六
九
号
一
二
〇
頁

以
下
〔
二
〇
〇
三
年
〕）
で
あ
る
。

（
11
）

債
務
不
存
在
の
確
認
の
訴
え
に
対
し
て
、
被
告
が
同
一
の
債
権
に
基
づ
く
給
付
の
別
訴
を
提
起
し
た
場
合
、
前
訴
の
債
務
不
存
在
の

確
認
の
訴
え
は
、
訴
え
の
利
益
を
欠
い
て
不
適
法
に
な
る
。
前
訴
は
後
訴
に
よ
っ
て
そ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
か
ら
、
訴
訟
を
続
行
す
る

意
味
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
結
論
は
と
も
か
く
、
問
題
は
そ
の
根
拠
と
説
明
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
重
複
訴
訟
の
禁
止
（
民
訴
法
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一
四
二
条
）
で
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
橋
宏
志
『
重
点
講
義
民
事
訴
訟
法
上
』
一
一

五
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
）
が
詳
論
す
る
。

と
こ
ろ
で
前
訴
が
不
適
法
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
訴
の
原
告
の
敗
訴
を
意
味
す
る
。
そ
う
な
る
と
訴
訟
費
用
は
敗
訴
の
原
告
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
妥
当
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
訴
え
が
不
適
法
に
な
っ
た
原
因
は
、
被
告
が
後
に
な
っ
て
か
ら

訴
え
を
提
起
し
た
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
訴
訟
費
用
を
原
告
が
負
担
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
と
、
訴
訟
終
了

宣
言
の
問
題
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
ハ
ー
プ
シ
ャ
イ
ト
は
ス
イ
ス
の
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
説
明
す
る
場
合
に
、
こ
の
よ
う
な
例
を
挙

げ
て
い
る
（
拙
稿
・
⑫
〔
ド
イ
ツ
法
系
〕
六
五
六
頁
）。

（
12
）

訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
は
、
訴
訟
費
用
の
敗
訴
者
負
担
の
原
則
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
こ
の
原
則
の
淵
源
は
ロ
ー
マ
法
に
あ
る
が
、

こ
の
原
則
を
墨
守
し
て
単
に
訴
訟
の
勝
敗
に
よ
っ
て
訴
訟
費
用
の
負
担
者
を
決
め
る
よ
う
に
規
定
し
た
の
が
、
一
八
七
七
年
の
ド
イ
ツ
民

事
訴
訟
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
立
法
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
中
に
被
告
が
原
告
の
主
張
を
認
め
て
請
求
を
履
行
し
た
場
合
の
訴
訟
費
用
は

原
告
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
実
質
的
に
は
原
告
の
勝
訴
で
は
あ
る
が
、
被
告
の
履
行
に
よ
り
原
告
の
請
求
は
理
由
が
な
く
な
り
、
原

告
は
請
求
棄
却
判
決
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
原
告
が
訴
え
を
取
り
下
げ
て
も
同
様
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
は

訴
え
の
取
下
げ
は
敗
訴
と
考
え
、
訴
訟
費
用
は
原
告
が
負
担
す
る
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
六
九
条
三
項
二
段
）。
こ

の
結
論
は
い
か
に
も
妥
当
性
を
欠
く
が
、
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
は
何
ら
の
手
当
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
は
、

こ
の
時
の
立
法
の
不
備
を
補
う
も
の
で
あ
る
（
拙
稿
・
①
〔
生
成
〕
三
号
七
一
頁
以
下
）。

（
13
）

訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
の
実
定
法
上
の
規
定
は
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
一
条
ａ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
の
規
定

で
あ
る
。
こ
の
規
定
の
日
本
語
訳
は
、
一
の
３
に
挙
げ
て
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
の
原
文
は
、
最
新
の
論
文
に
挙
げ
て
あ
る
（
拙
稿
・
⑱
〔
双

方
的
〕
一
四
頁
注
５
）。
な
お
最
近
の
改
正
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
既
に
紹
介
し
た
（
拙
稿
・
⑮
〔
法
改
正
〇
二
〕
一
四
頁
以
下
、

同
・
⑰
〔
法
改
正
〇
四
〕
一
四
頁
以
下
）。

と
こ
ろ
で
こ
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
最
近
、
実
体
法
学
者
が
言
及
し
て
い
る
が
（
前
注（
３
）参
照
）、
そ
の
説
明
は
必
ず
し

も
十
分
で
は
な
く
、
訴
訟
法
的
な
解
説
を
付
加
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
の
注
釈
書
の
読
み
方
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ

る
（
拙
稿
・
⑳
〔
読
み
方
〕
五
三
頁
以
下
）。

（
14
）

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
法
的
性
質
論
は
、
条
文
に
代
わ
っ
て
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
要
件
と
効
果
や
手
続
を
規
定
す
る
も
の
で
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あ
る
。
そ
の
意
味
で
法
的
性
質
論
は
重
要
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
法
的
性
質
は
何
に
よ
っ
て
決
め
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
本

稿
は
正
に
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
法
的
性
質
論
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
手

続
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
し
、
日
本
法
に
お
け
る
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
具
体
的
な
手
続
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
15
）

日
本
の
通
説
は
訴
訟
費
用
の
問
題
と
考
え
る
が
（
拙
稿
・
⑲
〔
日
本
〕
二
二
頁
以
下
）、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
は
し
ば
し
ば
論
じ
て

き
た
（
同
七
頁
以
下
）。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
日
本
に
お
け
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
の
論
争
と
そ
の
評
価
を
行
っ
た
（
同
四
二
頁

以
下
）。

（
16
）

ド
イ
ツ
で
は
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
、
今
日
ま
で
非
常
に
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
解
決
を
迫
ら

れ
た
具
体
的
な
問
題
に
直
面
し
た
法
学
者
や
裁
判
官
が
、
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
法
文
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
自
由
な
立
場
で
、

具
体
的
な
解
決
策
を
す
み
や
か
に
提
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
状
況
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

さ
ら
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
問
題
の
解
答
に
際
し
て
、
原
理
・
原
則
に
立
ち
返
っ
て
、
法
文
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
由
に
制

度
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
は
自
己
の
民
事
訴
訟
制
度
に
対
す
る
見
解
を
具
体
化
す
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
そ
こ
に
研
究
者
は
魅
了
さ
れ
た

か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
理
解
か
ら
ベ
ッ
カ
ー
・
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
の
主
張
に
賛
同
し
て
、
彼
の
言
葉
を
引
用
し
た
こ
と

が
あ
る
（
拙
稿
・
⑰
〔
法
改
正
〇
四
〕
三
〇
頁
注
22
）。
ベ
ッ
カ
ー
・
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
は
、
正
当
な
訴
訟
物
理
論
の
獲
得
の
た
め
に
努

力
し
た
こ
と
を
別
に
す
れ
ば
、
一
八
七
九
年
の
帝
国
民
事
訴
訟
法
の
施
行
以
来
、
訴
訟
終
了
宣
言
ほ
ど
人
々
を
非
常
に
心
捉
え
た
民
事
訴

訟
の
問
題
の
出
現
は
な
い
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
（B

ecker-E
berhard(A

),S.273

）。

ドイツ民事訴訟法における一方的訴訟終了宣言について（一）
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